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第㸯章 

࡟ࡵࡌࡣ



1 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ.1

1.1 調査研究ࡢ目的 

 Ᏻ全運転支援࣭自動走行ࠊࡣ࡟࣒ࢸࢫࢩձ交通事故ࡢ削減ࠊղ交通渋滞ࡢ緩和ࠊճ環境

負荷ࡢప減ࠊմ高齢者等ࡢ移動支援ࠊյ運転ࡢ快適性ࡢ向ୖ࡜いう効果ࡀ期待さࠊࢀ特࡟

超高齢化社会を迎えࡿ中ࠕ世界一Ᏻ全 Ᏻ全運転࡚ࡗ࡜࡟国ࡀᡃࡍ道路交通社会を目指࡞ࠖ

支援࣭自動走行࣒ࢸࢫࢩを早期࡟実用化ࠊࡋ普及させ࡚いくこࡣ࡜極࡚ࡵ重要࡛あࠋࡿ 

 Ᏻ全運転支援࣭自動走行ࡢ࣒ࢸࢫࢩ実現࡟当たࠊࡣ࡚ࡗ自動車ࡀ信号情報をࣜアࣝタイ

 ࠋࡿ୙可Ḟ࡛あࡀࡳ制御を行う仕組ࠊࡋ認識࡟࣒

そこ࡛ࠊ信号情報を提供ࡿࡍ路側ࠊ࡜࣒ࢸࢫࢩ自動車ࡢ自ᚊ系ࡢ࡜࣒ࢸࢫࢩ連携等ࡢ実

現࡟向け࡚現状ࡢ࣒ࢸࢫࢩ高度化ࠊ路側ࡢ࣒ࢸࢫࢩ効率的࡞配置方法ࠊ提供情報ࡢ精度向

ୖ及び運用管理方法ࡘ࡟い࡚調査研究を行うࠋ 

 

1.「 ᮏᖺ度調査研究ࡢ఩置࡙け 

  ᮏ調査研究ࠊࡣᖹᡂ 「7 ᖺ度ࡽ࠿㸱箇ᖺ࡛行う計画࡛あࠋࡿ以ୗ࡟全体計画を示ࠋࡍ 

。1) ᖹᡂ 「7 ᖺ度 

信号情報ࡢ活用ࡿࡼ࡟運転支援ࡢ高度化路側ࡢ࣒ࢸࢫࢩ検討࣭設計 

。「) ᖹᡂ 「8 ᖺ度 

信号情報ࡢ活用ࡿࡼ࡟運転支援ࡢ高度化路側ࡢ࣒ࢸࢫࢩ開発࣭整備 

。」) ᖹᡂ 「9 ᖺ度 

信号情報ࡢ活用ࡿࡼ࡟運転支援ࡢ高度化路側ࡢ࣒ࢸࢫࢩ整備࣭検証 

 

1.」 ᮏᖺ度ࡢ調査研究実施計画 

1.」.1 実施ෆ容 

 ᮏ調査報告ࡢ実施計画ࡢ概要を示ࠋࡍ 

。1)  光ビ࣮コン࡜光ビ࣮コン以外ࡢ通信インフࣛࡢ࡜組ࡳ合わせࡢ検討 

光ビ࣮コン࡜光ビ࣮コン以外ࡢ通信インフࣛࡢ࡜組ࡳ合わせࡘ࡟い࡚提供さࢀ

現ࠊ検討を行いࡢや実現性ࡾࡶ見積ࡢ効果ࡢ削減等ࢺࢫ整備コࠊ精度向ୖࡢ情報ࡿ

行光ビ࣮コンࡢ࣒ࢸࢫࢩࡿࡼ࡟課題を明確化ࠊࡋ路側ࡢ࣒ࢸࢫࢩ高度化をᅗࡿた

サ࣮ビࡢた場合ࡋ通信インフࣛを活用ࡢ光ビ࣮コン以外࡚ࡋ付加࡟光ビ࣮コンࠊࡵ

ࢫࢩ実験ࠊたୖ࡛ࡗ整理を行ࡢࢬ࣮ࢩ࣭ࢬ構ᡂ及びニ࣮࣒ࢸࢫࢩࠊ選定ࡢࣝࢹࣔࢫ

作業項目。実証実験含)を抽ࡢ併せ࡚ḟᖺ度以降 ࠋࡿࡍ実現性࣭効果等を検討ࡢ࣒ࢸ

出ࠋࡿࡍ 

 

。「)  最適࡞路側࣒ࢸࢫࢩ設置఩置ࡢ検討及び࢞イࣛࢻイン策定 

ࢸࢫࢩ路側ࡿࢀ活用さ࡛࣒ࢸࢫࢩ信号情報活用運転支援ࠊえࡲ検討を踏ࡢ(1。

課題をࡢた場合ࡋ設置࡟口付近や出口付近ࡾ入ࡢ交差点ࠊい࡚ࡘ࡟設置఩置ࡢ࣒

抽出ࠊ࡚ࡋ最適࡞設置఩置࢞ࡢイࣛࢻインを作ᡂࠊࡋḟᖺ度以降ࡢ各県警ࡢ導入

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ役立࡚࡟

 

。」)  路側ࡢ࣒ࢸࢫࢩ整備࣭運用管理コࢺࢫ削減ࡢ手法ࡘ࡟い࡚ࡢ検討 



「 

 

従来版࡜࣒ࢸࢫࢩコࣃࢺࢫフ࣮࢛マンࢫを考慮ࡋたࡢ࣒ࢸࢫࢩ機器構ᡂ等ࡢ

比較検証を行いࠊ工事を含ࡵた࣒ࢸࢫࢩ設置構ᡂࡘ࡟࡝࡞い࡚検証ࡲࠋࡿࡍたࠊ

コࣃࢺࢫフ࣮࢛マンࢫを意識ࡋた࣒ࢸࢫࢩを運用ࡿࡍたࡢࡵ交通管制ࢭンタ࣮

 ࠋࡿࡍい࡚検討ࡘ࡟機能ࡢ

   

。4)  ᮏ調査研究ෆ容を実現ࡿࡍた࡟ࡵ必要࡞仕様化検討提案書ࡢ作ᡂ 

ᮏ調査研究࠾࡟い࡚抽出ࡋた通信インフࣛを既存インフࣛ࡟融合させࢫࢩࡿ

 ࠋࡿࡍ仕様化検討提案書を作ᡂࡿࡍ対࡟車載装置࡜検討࣒ࢸ

 

 

1.4 実施ࢫケࢪュ࣮ࣝ 

 今ᖺ度ࡢ実施ࢫケࢪュ࣮ࣝを示ࠋࡍ 

 

 ᖹᡂ㸰７ᖺ度 

～11 月 㸯「～1 月 「～」 月 

光ビ࣮コン以外ࡢ

通信インフࣛ࡜組

合せ検討 

 

課題明確化 

解決策検討 

 

実現性࣭効果等検討  実験計画ࡢ策定 

 

路側࣒ࢸࢫࢩ 

最適設置఩置検討 

 

 

 

検ࡢイン等ࣛࢻイ࢞

討 

取ࡵ࡜ࡲࡾ 

運用࣭保࣭࣒ࢸࢫࢩ

Ᏺࡢコࣃࢺࢫフ࢛

࣮マンࢫ検討 

 

 検討 取ࡵ࡜ࡲࡾ 

仕様化検討提案書

 作ᡂࡢ

 

  作ᡂ 

 

 

 

 

  



」 

 

1.5 実施体制 

 一般社団法人㹓㹒Ｍ㹑協会ࠊࡣ高度情報通信技術を活用ࡋた新交通管理࣒ࢸࢫࢩ㸦㹓

㹒Ｍ㹑：判Ｓじ不er囲Ｆl TrＦffじc ２ＦＳＦgeＲeＳ図 Sと囲図eＲ囲㸧࡟関ࡿࡍ調査ࠊ研究及び開発ࠊࡾࡼ࡟

道路交通ࡢイン࢙ࢪࣜࢸンࢺ化を推進ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㹓㹒Ｍ㹑࡟関ࡿࡍ国ෆ外࠾࡟けࡿ

標準化を推進ࡿࡍこࠊࡾࡼ࡟࡜㹓㹒Ｍ㹑࡟関ࡿࡍ事業ࡢ発展をᅗࠊࡾさࡿ࡞ࡽ道路交通

こࡿࡍ寄୚࡟増進ࡢ福祉ࡢ公共ࠊࡾ調和をᅗࡢ環境࡜確保及び道路交通ࡢ෇滑࡜Ᏻ全ࡢ

 ࠋࡿい࡚ࡋ࡜を目的࡜

  当協会࡛90ࠊࡣ ᖺ代ᮎࠊࡾࡼＩ㹒㹑技術を活用ࣛࢻ࡚ࡋイࠕࡢ࣮ࣂ認知 断ุࠕࠖ 操ࠕࠖ

作ࠖを支援ࠊࡋゆࡾ࡜を持ࡗた運転ࡿࡁ࡛ࡀ環境を創ࡾ出ࡍこࠊࡾࡼ࡟࡜交通事故ࡢ削

減をᅗࡿこ࡜を目的ࠊ࡚ࡋ࡜信号情報活用運転支援࣒ࢸࢫࢩ㸦㹒㹑Ｐ㹑㸧ࡢ研究や標準

化を進ࡁ࡚ࡵたࠋ 

  ᮏ調査研究ࠊࡣ㹒㹑Ｐ㹑ࡢ研究や標準化を推進ࡁ࡚ࡋた路車協調࣒ࢸࢫࢩ作業部会ෆ

 ࠋたࡗ検討を行࡚ࡋ㹑Ｗ㹅㸦㹒㹑Ｐ㹑高度化検討㹑Ｗ㹅㸧を設置࡞新た࡟

当該㹑Ｗ㹅ࠊࡣ㹒㹑Ｐ㹑࡟知見ࡢあࡿインフ࣓࣮ࣛࠊ࢝自動車࣓࣮࢝等ࡽ࠿構ᡂさࢀ

 ࠋࡿ

 

  ᮏ報告書ࡢ構ᡂࠊࡣḟ࡛ࡾ࠾࡜ࡢあࠋࡿ 

第㸯章࠾࡟い࡚ࠊᮏ調査研究ࡢ目的等ࡘ࡟い࡚述べࠊ以ୗࠊ第㸰章ࡣサ࣮ビࢫ要件ࠊ第

㸱章ࡣ最適࡞路側ࡢ࣒ࢸࢫࢩ設置఩置及び整備࣭コࢺࢫ検討ࠊ第㸲章ࡣ通信インフࣛࡢ特

徴ࠊ第㸳章ࡣḟᖺ度以降ࡢ実証実験検討案ࡘ࡟い࡚記載ࡋたࠋ 

ู冊㸦Ϩ㸧࡟ᮏ調査研究を実現ࡿࡍたࡢࡵ仕様化検討案をูࠊ冊㸦ϩ㸧ࠊࡣ࡟第㸲章࡟

関連ࡋた各通信インフࣛࡢ比較結果を記載ࡋたࠋ 
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「. 信号情報活用運転支援㸦㹒㹑㹎㹑㸧サ࣮ビス要件 

「.1 信号情報活用運転支援㸦㹒㹑㹎㹑㸧ࡢ概要 

 本調査࠾࡟けࠕࡿ信号情報活用運転支援シス࣒ࢸ 提࡟自動車ࡽ࠿࣒ࢸ路側シスࠊࡣࠖ࡜

供ࡿࡍ路線信号情報。後述)ࡢ活用ࠊࡾࡼ࡟運転者࡟信号交差点へࡢ到着時࠾࡟けࡿ信号

灯器。ඛࡢ交差点ࡢ信号灯色ࡀ何秒後࡟何色࠿ࡿ࡞࡟等)࡟関ࡿࡍ情報を஦前࡟提供ࡿࡍ

こࠊ࡛࡜ゆࡾ࡜あࡿ運転を促ࠊࡋ急停止࣭急発進࡟伴う஦故ࡢ防止等をᅗࡿシスࡢ࣒ࢸこ

 ࠋࡿ㹒㹑㹎㹑㸦T三affじ続 SじgＳaせ ５三edじ続図じＴＳ Sと囲図eＲ囲㸧࡛あࡣ略称ࠊࡾあ࡛࡜

あ࡛ࡢࡶ各支援を行うࡢ防止支援ࠖࢀ発信遅ࠕ赤信号減㏿支援ࠖやࠕ信号通過支援ࠖやࠕ

 ࠋࡿ

 ᅗ 「.1  ࠋࡍ支援例を示࡞代表的࡟

 

 

   ᅗ 「.1 㹒㹑㹎㹑ࡢ代表的࡞支援例 

 ࠋࡿ高度化ගビ࣮コンを用い࡚いࡣࣛࣇン࢖い࡚通信࠾࡟現状ࠊࡓࡲ

 

㹒㹑㹎㹑ࠊࡣ高度化ගビ࣮コンを活用࡚ࡋ路線信号情報を車載装置࡟配信ࠊࡋ信号制御

 ࠋࡿい࡚ࢀ活用さ࡟෇滑化ࡢ交通ࠊ高度化及びࡢ

ࢡンࣜࣉッ࢔ࡣ通信容量ࡢ高度化ගビ࣮コンࠊ࠾࡞ 944継と図e ࢡウンࣜンࢲ࡛ 9840継と図e

࡛あࠋࡿ 
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「.「 シスࡢ࣒ࢸ課題 

国㐨㸯桁路線。国㐨㸯号線ࡽ࠿国㐨㸲号線)࠾࡟い࡚管制࢔࢚ࣜෆ信号機。中央装置࠿

約ࡣ(遠隔制御を行うࡢࡽ 4000 基あࡾ管制࢔࢚ࣜ外信号制御機 約 1500 基ࡢ整備状況࡛

あࠋࡿ 

Ｍ㹍㹂㹃㹐Ａ㹒㹍制御。自動生ࡿ重要交差点࡛あࡣෆ訳࡛ࡢෆ信号機࢔࢚ࣜ管制ࠊࡓࡲ

成)や右折感応等ࡿࡼ࡟青信号時間ࡢ伸縮制御ࡢ交差点ࡀ約  ࠋࡿい࡚ࡵ割合を占ࡢ40％

 

重要交差点ࡢサࣝࢡ࢖情報ࡣ路線信号情報生成時ࡢ最初ࡢ㸯サࡢࡳࡢࣝࢡ࢖情報࠿ࡋ

提供さ࡞ࢀいࠊࡵࡓ㸰ࠊࡘ㸱ࡘඛࡀ重要交差点࡛あࡿ場合ࡣ࡟到㐩ࡿࡍ前࡟信号制御機ࡢ

サࡀࣝࢡ࢖終了ࡲࡋ࡚ࡋいࠊサ࣮ビスࡀ受け࡞ࢀࡽい࡜いう課題ࡀあࠋࡿ 

ࠊ࡚ࣟࡗ従࡟交通量ࡢ信号手前ࡣ感応式信号機࡛ࠊࡓࡲ 路線信ࠊࡵࡓ制御を行う࣮ࣝ࢝

号情報࡟時間幅ࡀ生ࡿࡌ課題ࡀあࠋࡿ 

  

「.」 高度化ගビ࣮コンࡢシス࣒ࢸ適用課題 

  高度化ගビ࣮コンࡣ信号状態変化ࡢ少࡞い重要交差点ࡢ流入流出部࡟あࡿ一般交差点

群へ路線信号情報を提供࡟ࡢࡿࡍ適ࡓࡋ機器࡛あࠋࡿ 

多数㸦最大ࠊࡽ࡞ࡐ࡞ 16 交差点㸧ࡢ一般交差点を対象ࡿࡍ࡜路線信号情報を提供࡛ࡁ

 ࠋࡿあ࡛ࡵࡓࡿあࡀ通信容量ࡿ

感応ࡿࡍ変化࡟動的ࡀ秒数ࡢࢱ信号制御パ࣓࣮ࣛࡵࡓࡿ狭域通信࡛あࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ

交差点や重要交差点ࡢ信号情報提供࡛ࡣ前項࡛記載ࡼࡓࡋう࡞理由࡛不向࡛ࡁあࠋࡿ 

 

「.4 高度化ගビ࣮コンࡢ設置位置࡟関ࡿࡍ課題 

  現在ࡢ高度化ගビ࣮コンࡢ設置位置や改善項目ࡘ࡟い࡚以ୗ記載ࠋࡿࡍ 

高度化ගビ࣮コンࡢ設置位置ࡘ࡟い࡚ࡣ以ୗࡢ観点࡛ࡢ考察࣭検証ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

 

 㸧࣒ࢸス㸯 ＡＭＩ㹑㸦交通情報提供シス࣮ࢣ 

   交通情報提供シスࡢ࣒ࢸ場合ࠊࡣ࡟情報提供対象車両ࡢ進行方向࡟応ࡓࡌ情報提供

 ࠋ多いࡀ࡜こࡿい࡚ࢀ設置さ࡟重要交差点流出部ࠊࡵࡓࡢ

  施設更新時࡟簡易ᅗ形等ࡢ情報提供を⥅承ࡿࡍ場合ࠊࡣ࡟設置位置ࡶ維持ࡿࡍこࡀ࡜

望ࡋࡲいࠋ 

   設置位置を変更ࡿࡍ場合ࠊࡣ࡟簡易ᅗ形等ࡢ定数変更やソࢺࣇウ࢔࢚改修ࡀ発生ࡍ

 ࠋࡿ࡞࡟࡜こࡿ

 

 㸧࣒ࢸス㸰 㹒㹑㹎㹑㸦信号情報活用運転支援シス࣮ࢣ  

   信号情報活用運転支援シスࡢ࣒ࢸ場合ࠊࡣ࡟「.「 項及び 「.」 項ࡼࡢう࡞課題ࡀあࡿ

あࡀ必要ࡿࡍ考慮ࡶࡏ合わࡳ組ࡢ࡜ࣛࣇン࢖通信ࡿࡍ高度化ගビ࣮コンを補完ࠊࡵࡓ

 ࠋࡿ必要࡛あࡶ検討ࡢ設置位置࡞最適࡟同時࡜ࡿ

   重要交差点周辺࡛系統制御ࡀ行わ࡚ࢀいࡿ場合ࠊ࡟重要交差点࡛停止ࡓࡋ車両ࡣ㹒

㹑㹎㹑ࡢ支援࡞ࡀく࡚ࡶୗ流側交差点を෇滑࡟通過࡛ࡿࡁ可能性ࡣ高いࠋ 

   一方ࠊ重要交差点流入側ࡣ混雑発生ࡀ予想さࠊࢀ流入側ࡢ混雑度合い࡟応࡚ࡌ高度
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化ගビ࣮コンࡢ設置位置ࡢ考え方ࡢ基準を整理ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

 

 信号制御ࡓࡋ情報を活用ࣈ࣮ࣟࣉ ス㸱࣮ࢣ  

流出ࡣࡓࡲ流入部ࡢ重要交差点ࠊࡣ࡟場合ࡿࡍ信号制御を実施ࡿࡼ࡟情報ࣈ࣮ࣟࣉ

部。」0ｍ)࡟高度化ගビ࣮コンࡢ設置ࡀ必要ࠋ 

 

 旅行時間算出ࡿࡼ࡟情報ࣈ࣮ࣟࣉ ス㸲࣮ࢣ

 ࡢ端点ࢡＶＩ㹁㹑ࣜンࠊࡣ࡟場合ࡿࡍ旅行時間算出を実施ࡿࡼ࡟情報ࣈ࣮ࣟࣉ   

交差点流出側࡟高度化ගビ࣮コンࡢ設置ࡀ必要ࠋ 

 

 ス㸳 定周期信号機対応࣮ࢣ  

   管制࢔࢚ࣜ外ࡢ定周期信号機ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ現在ࡣ㹒㹑㹎㹑ࡢ対象外࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

 ࠋい࡞ࡁ࡛ࡀ提供ࡢ路線信号情報ࠊࡵࡓࡢࡑ

   こࡣࢀ現行ࡢ㹒㹑㹎㹑ࠊࡣ管制࢔࢚ࣜෆを基本ࡿࡍ࡜シス࣒ࢸ構成࡛ࡵࡓࡢあࠋࡿ 

発生ࡀࢀࡎ時刻࡟基本的ࠊࡣ࡟場合ࡿ電波時計࡛動い࡚いࡀ定周期信号機ࠊࡋࡔࡓ   

ࡀ஦ࡿけࡘ結び࡟実運用ࠊࡁ予測࡛ࡽ࠿設定値ࡢ信号機ࡣ路線信号情報ࠊࡵࡓい࡞ࡋ

可能࡛あࠋࡿ 

   

   信号灯器ࡢ直後࡟高度化ගビ࣮コンࡢ投受ග器ࡀ設置さ࡚ࢀいࡿ場合ࠊ交通案ෆ板

ࠊࡣ࡟࡝࡞場合ࡓࢀ設置さ࡟直近ࡢ࣓ࣛ࢝赤外線投ගࠊ場合ࡿい࡚ࢀ設置さ࡟直後ࡢ

㸴Ｒࡢ規格ࡢ現在ࢀ遮断等さࡀගࢡウンࣜンࢲ ࡞ࡋを満足࢔࢚ࣜ通信ࢡウンࣜンࢲࡢ

い場合ࡀあࠋࡿ 

   こࡼࡢう࡞問題点をふࡲえࠊ路車間通信を阻害ࡿࡍ可能性ࡀあࡿ構造物ࡢ周辺ࡣ࡟

高度化ගビ࣮コンࡢ投受ග器を配置࡞ࡋいࡼう࡟設置位置࡟関࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡿࡍン等

を別途定ࡿࡵ必要ࡀあࠋࡿ 

 

「.5 推進方針 

  前項࡟࡛ࡲ記載ࡓࡋ課題を解決ࡢࡵࡓࡿࡍサ࣮ビス要件を明確ࠋࡿࡍ࡟ 

 ࠋࡿࡍ࡟課題を明確ࡢ࡚ࡗࡓあ࡟構成や推進ࡢ࣒ࢸ実証実験シスࡢ次年度以降ࠊࡓࡲ

 

 

「.6 サ࣮ビス要件 

  サ࣮ビス要件ࠊࡣ࡚ࡋ࡜重要交差点及び感応式交差点࠾࡟い࡚ࠊ㹒㹑㹎㹑支援率を向

ୖさࡿࡏ㸦連⥆的࡞サ࣮ビスを実現ࡿࡍ㸧こ࡜を目的ࠋࡿࡍ࡜ 

「.6.1 現状ࡢ課題 

    再度課題ࡘ࡟い࡚整理࡜ࡿࡍ サ࣮ビスを提供ࡿࡍ路線࡟࣒࢖ࢱࣝ࢔ࣜࠊ࡟信号サ

 更新周ࡢ信号情報ࠊ場合ࡿࡍ存在ࡀび感応式交差点ࡼ࠾重要交差点ࡿࡍ変動ࡀࣝࢡ࢖

期࡜高度化ගビ࣮コンࡽ࠿提供ࡢࢱ࣮ࢹࡿࡍ更新周期ࡀ異ࠊࡵࡓࡿ࡞車両ࡀගビ࣮コ

ンを通過࣑࢖ࢱࡓࡋンࡣ࡛ࢢ確定ࡓࡋ路線信号情報を提供出来࡞い場合やࠊ車両ࡀ対

象交差点࡟到㐩ࡿࡍ前࡟路線信号情報ࡢ有効期限ࡀ切ࡿࢀ場合ࡀあࠋࡿ 

 ࠋい࡞ࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍサ࣮ビスを提供࡞高精度ࡘ࠿安定的ࠊ際ࡢࡑ
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   ᅗ 「.「  ࠋࡿࡍ࡟࡜こࡿࡳ考え࡚࡟場合࡛具体的ࡢ路線࡞うࡼࡢ

一点目ࠊࡣ交差点㸱ࡀ重要交差点ࡢ場合ࠊ重要交差点ࡢサࣝࢡ࢖情報ࡣ路線信号情報

生成時ࡢ初ࡢࡵ㸯サ࡟ࡳࡢࣝࢡ࢖限定さࡓࢀ情報提供ࠊ࡛ࡢ࡞高度化ගビ࣮コンࡽ࠿

交差点㸱ࢱ࣮ࢹࡢを提供ࡓࡋ場合ࠊ車両ࢱ࣮ࢹࡀ受信後࡟交差点㸱࡟到㐩ࡿࡍ前࡟信

号サࡀࣝࢡ࢖終了ࠊࡋサ࣮ビス提供を受け࡞ࢀࡽくࡿ࡞可能性ࡀ大ࡁい࡜いうこ࡛࡜

あࠋࡿ 

   ஧点目ࡣ交差点㸱ࡀ感応式交差点ࡢ場合ࠊࡣ࡟感応制御等ࡾࡼ࡟灯色時間ࡀ変動ࡍ

 ࠋࡿࢀ提供さ࡚ࡋ࡜情報ࡓࡗࡶ幅をࡣ路線信号情報ࠊࡵࡓࡿ

 

   

 

      ᅗ 「.「 現状サ࣮ビス࡟関ࡿࡍ課題 

  

「.6.「 課題ࡢ対策࡜効果 

「.6.1 を重要交差点ࣛࣇン࢖通信ࡢ高度化ගビ࣮コン以外ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ課題を解決ࡢ

及び感応式交差点࡟設置ࠊࡋ動的࡟変動ࡿࡍ信号情報をࣜ࡟࣒࢖ࢱࣝ࢔提供ࡿࡍこ࡜

を提案ࠋࡿࡍ 

車両ࡣ高度化ගビ࣮コンࡽ࠿受信ࡿࡍ路線信号情報࡜高度化ගビ࣮コン以外ࡢ通信

ࡘ࠿安定的ࡾࡼ࡟࡜こࡿࡏ合わࡳ信号情報を組ࡢ࣒࢖ࢱࣝ࢔ࣜࡿࡍ受信ࡽ࠿ࣛࣇン࢖

高精度࡞信号情報ࡢ提供ࡀ可能ࠊࡾ࡞࡜㹒㹑㹎㹑支援率ࡀ向ୖ࡜ࡿࡍ考えࠋࡿࢀࡽ 

࡟࡜こࡿࡍ路線信号情報を提供ࡶࡽ࠿ࣛࣇン࢖通信ࡢ高度化ගビ࣮コン以外ࠊࡓࡲ  

ࡀ精度ࡢサ࣮ビスࠊࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍッシュࣞࣇ路線信号情報をࣜࡿࡍ受信ࡀ車両ࠊࡾࡼ

向ୖࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ高度化ගビ࣮コンを通過ࠊࡎࡏ途中ࡽ࠿路線࡟進入ࡓࡋ車両࡟対ࡋ

 ࠋࡿ࡞࡜可能ࡀ提供ࡢサ࣮ビスࡶ࡚

  補足説明࡜ࡿࡍᅗ 「.」 ࣛࣇン࢖通信ࡿࡍ高度化ගビ࣮コンを補完࡟うࡼࡿࡍ記載࡟

を設置ࡿࡍこࡾࡼ࡟࡜課題を解決ࡿࡍこࡀ࡜可能ࠋࡿ࡞࡜ 

   ᅗ 「.」 高ࡓࢀ設置さ࡟流出部㸧ࡢび重要交差点ࡼ࠾対象路線入口㸦ࠊࡣෆ容ࡢ記載࡟

度化ගビ࣮コンࡽ࠿路線信号情報㸦各信号ࡢサࣝࢡ࢖情報㸧ࡢ提供ࡣ今ࡢࡾ࠾࡜ࡢ࡛ࡲ

運用ࠊ࡚ࡋ࡟重要交差点ࡼ࠾び感応式交差点࡟通信࢖ンࣛࣇを設置ࠊࡋ自交差点ࡢ路線

信号情報を提供࡜ࡿࡍいうシス࣒ࢸ構成࡛あࠋࡿ 
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 ᅗ 「.」 課題解決ࡢࡵࡓࡢシス࣒ࢸ配置 

 

  ୖ記解決ࡢࡵࡓࡢシス࣒ࢸ配置ࡿࡼ࡟効果を以ୗ列挙ࠋࡿࡍ 

 

一点目 重要交差点／感応式交差点࡛サ࣮ビスを提供࡛ࡿࡁ 

重要交差点／感応式交差点࡟設置さࡓࢀ通信࢖ンࠊࡽ࠿ࣛࣇ自交差点ࡢ信号情報を提

供ࡿࡍこࡾࡼ࡟࡜サ࣮ビスࡢ高度化をᅗࡿࢀこࡀ࡜可能ࠋࡿ࡞࡜ 

ᅗ 「.4 ࣛࣇン࢖通信ࡢ信号情報を交差点㸱ࡢ交差点㸱ࠊࡾࡼ࡟本方式ࠊ࡟うࡼࡢ記載࡟

 ࠋࡿ࡞࡜可能ࡀッシュࣞࣇࣜࡢ信号情報࡛ࡢࡿࡁ受信࡛ࡽ࠿

ࠊ࡛࡜こࡿࡍ路線信号情報を配信ࡢ複数交差点ࡽ࠿重要交差点ࠊࡀࡿあࡣ将来的࡛ࠊࡓࡲ

さࡿ࡞ࡽ情報補完ࡀ可能࡛あࠋࡿ 

 

 

   ᅗ 「.4 課題解決ࡢࡵࡓࡢシス࣒ࢸ配置 

通信࢖ンࣛࣇ 
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஧点目 情報ࡢ有効期限切ࡢࢀ問題を軽減 

 将来的ࠊ࡟重要交差点ࡽ࠿複数交差点ࡢ路線信号情報を配信ࡿࡍこࡓࡗ࡞࡜࡜場合ࠊࡣ࡟

ᅗ 「.5  ࠋࡿ࡞࡜可能ࡀ࡜こࡿࡍ範ᅖを軽減ࡢ情報配信ࡢࢀ有効期限切࡟うࡼࡓࡋ示࡟

  

 

 

   ᅗ 「.5 情報ࡢ有効期限切࡟ࢀ対ࡿࡍ対応 

 

 

୕点目 途中交差点ࡢࡽ࠿流入時ࡶ࡟サ࣮ビス提供ࡀ可能 

 将来的࡟重要交差点ࡽ࠿複数交差点ࡢ路線信号情報を配信ࡿࡍこࡓࡗ࡞࡜࡜場合ࠊࡣ࡟ 

ᅗ 「.6  ࠋࡿ࡞࡜可能ࡀサ࣮ビス提供࡟流入時ࡢࡽ࠿交差点ࡢ途中࡟うࡼࡍ示࡟
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 場合ࡓࡋ流入ࡽ࠿ス㸱 交差点㸲࣮ࢣ 

 

  ᅗ 「.6 交差点 「,」,4  サ࣮ビス対応ࡢ場合ࡓࡋ進入ࡽ࠿

 

   ᅗ 「.7 可ࡀ࡜こࡿࡍ信号情報を提供ࡢ信号機ࡢ複数ࡽ࠿ࣛࣇン࢖通信ࠊࡀࡓࡵ࡜ࡲࠊ࡟

能ࡤࢀ࡞࡜途中ࡽ࠿路線࡟進入ࡓࡋ場合ࡶ࡟サ࣮ビスࡀ可能ࠋࡿ࡞࡜ 
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    高度化ගビ࣮コンࡢ配信࢔࢚ࣜ 

    通信࢖ンࡢࣛࣇ配信࢔࢚ࣜ 

 

 

ᅗ 「.7 途中ࡽ࠿路線࡟進入ࡓࡋ場合࡟サ࣮ビスࡀ可能ࡿ࡞࡜例 

 

  今後ࠊこࡢサ࣮ビスࡢ検証を行うࠊࡣ࡟ࡵࡓᅗ 「.8 高度化ගビ࣮コ࡟うࡼࡓࡋ記載࡟

ン࡜新ࡋい通信࢖ンࣛࣇを共用ࡓࡋハࣜࣈ࢖ッࢻ車載機を試作開発ࡋサ࣮ビス効果࡞

 ࠋࡿあࡀいく必要࡚ࡋを検証࡝

ᅗࠊ࠾࡞   「.8 ෆࡢ通信࣓࢔࢔࢕ࢹンࡣࢼࢸ新ࡋい通信࢖ン࡟ࣛࣇ対応ࡓࡋ受信機࡛

あࠋࡿ 

 

 

ᅗ 「.8 実走実験車載シス࣒ࢸ案 
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「.7 検証࣭検討項目ࡢ整理 

  今後ࠊ検証ࡼ࠾び検討ࡀ必要࡞஦象ࡣୗ記࡛ࡾ࠾࡜ࡢあࠋࡿ 

。1) ගビ࣮コン以外ࡢ通信࢖ンࡽ࠿ࣛࣇ提供ࡿࡍ情報ࡢෆ容࡜通信࣐࣮࢛ࣇッࢺ 

。「) ගビ࣮コンࡽ࠿提供ࡿࡍ路線信号情報࡜ගビ࣮コン以外ࡢ通信࢖ンࡽ࠿ࣛࣇ提供ࡍ

 差異ࡢ路線信号情報ࡿ

。」) ගビ࣮コンࡽ࠿提供ࡿࡍ路線信号情報࡜ගビ࣮コン以外ࡢ通信࢖ンࡽ࠿ࣛࣇ提供ࡍ

 調停方法ࡢ車載機࡛ࡢ路線信号情報ࡿ

 

 ࠋࡿࡍ仕様化検討案を添付࡚ࡋ࡜別冊㸦Ⅰ㸧ࠊࡣい࡚ࡘ࡟(1。 



 

 

 

 

 

第㸱章 

最適࡞路側シスࡢ࣒ࢸ設置఩置 

及び整備࣭コスࢺ検討 
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」.  最適࡞路側シスࡢ࣒ࢸ設置఩置࡜整備࣭コスࢺ検討 

本章࡛ࠊࡣ最適࡞路側シスࡢ࣒ࢸ設置఩置࡜整備࣭コスࢺప減ྲྀ組ࡘ࡟ࡳい࡚記載ࡍ

 ࠋࡿ

新ࠊ࡟次ࠊ࡭い࡚述ࡘ࡟検討結果ࡿࡍ関࡟設置఩置࡞最適ࡢ高ᗘ化光ビ࣮コンࠊࡎࡲ

通信イン࡚ࡗࡼ࡟ࣛࣇ高ᗘ化光ビ࣮コンࢆ補完ࡿࡍこ࡛࡜得ࡿࢀࡽコスࢺప減策ࡢ検

討ࡘ࡟い࡚ࠊ最後࡟道路形状情報ࢆ࡝࡞作成ࡿࡍ簡易ࡢ࣮ࣝࢶᑟ入ࡿࡼ࡟コスࢺప減効

果ࡘ࡟い࡚記載ࠋࡿࡍ 

  

」.1 高ᗘ化光ビ࣮コンࡢ最適࡞設置఩置検討 

定義書㸦版㸰㸧࣒ࠖࢸシス࣒ࢸ信号情報活用運転支援シスࠕ 高ᗘ化光ビࡿい࡚ࢀ記載さ࡟

࣮コンࡢ設置఩置ࢆ踏ࡲえࠊ検討ࡓࡋ結果ࢆ表 」.1  ࠋࡍ示࡟

表 」.1 高ᗘ化光ビ࣮コン設置఩置㸦㸯㸭㸰㸧 

３Ｔ 設置条件 推奨設置఩置 

㸯 㸿ＭＩ㹑併用時 

サ࣮ビス起点఩置ࡢ重要交差点ࡢ 

路線信号情報ࢆ提供࡞ࡋい場合 

重要交差点ࡢ流出部㸦㸱㸮ｍ㸧 

※㸯 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰 サ࣮ビス起点఩置ࡢ重要交差点ࡢ 

路線信号情報ࢆ提供ࡿࡍ場合 

重要交差点ࡢ流入路㸦㸱㸮㸮ｍ㸧࣭࣭

信号通過支援ࠊ赤信号減㏿支援ࢆ

考慮 

※㸯 

 

 

 

 

 

 

 

 

高ᗘ化光ビ࣮コン 
重要交差点 

」00Ｒ1※ࠊ 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

サ࣮ビス対象交差点 」0Ｒ ※1 重要交差点 
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表 」.1 高ᗘ化光ビ࣮コン設置఩置㸦㸰㸭㸰㸧 

３Ｔ 設置条件 推奨設置఩置 

㸱 情報提供対象路線ࡢ距離ࠊࡀ式。」.1)ࡾࡼ長い場合 

㸦オࣇセࢺࢵ更新周期㸭㸰㸧×㏿ᗘ࣭࣭式。」.1) 

式。」.1)࡛算出さࡿࢀ境界

఩置※㸯 

 

 

 

 

 

 

 

 

※㏿ᗘࠊࡣ規制㏿ᗘࢆ基準ࠊࡀࡿࡍ࡜交差点ࡿࡅ࠾࡟停Ṇ等ࢆ考慮ࡋ設定ࡿࡍこࠋ࡜ 

 

㸲 オࣇセࢺࢵ更新タイ࣑ンࡀࢢ異ࡿ࡞サࣈエࣜアࡢ場

合㸦中央装置ࡢ構成ࡿࡼ࡟場合ࠊ個別ࡢ制御方式࡟

 場合等㸧ࡿࡼ

サࣈエࣜア間ࡢ境界఩置 

※㸯ࡢ範ᅖ࡟設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式。」.1) ※1 

サ࣮ビス対象交差点 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

交差点 1 

停Ṇ線 高ᗘ化光ビ࣮コン 

交差点 「 交差点 4 交差点 」 交差点 5 

※1 

サ࣮ビス対象交差点 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

交差点 1 

停Ṇ線 高ᗘ化光ビ࣮コン 

交差点 「 交差点 」 交差点 4 

サࣈエࣜア㹀 

サࣈエࣜア㸿 
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信号情報活用運転支援シスࡢ࣒ࢸ支援࡟必要࡞道程距離ࡢ参考値ࢆ表 」.「  ࠋࡍ示࡟

 

表 」.「 支援࡟必要࡞道程距離。参考値) 

サ࣮ビスྡ 走行㏿ᗘ。０Ｒ/し) 必要࡞距離。Ｒ) 備考 

信号通過支援 40 10」.88  

50 140.79  

60 18「.07  

赤信号減㏿支援 40 16」.0「  

50 「70.「1  

60 」4」.50  

発進遅ࢀ防Ṇ支援㸭ア

イࣜࢻンࢢスࣉࢵࢺ支

援 

－ 64.00  

 

 

」.「 管制エࣜア外ࡿࡅ࠾࡟路線信号情報ࡢ提供 

現在ࡢ㹒㹑㹎㹑࠾࡟い࡚ࠊࡣ管制エࣜア外ࡢ交差点4.」ࠊࡣ ࠊ࡟うࡼࡓ࡭ス㸳࡛述࣮ࢣࡢ

シスࡢ࣒ࢸ対象外ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜管制エࣜア内࡟限定࡚ࡋ実施ࡿࡍこࢆ࡜前提ࡓࡋ࡜シ

ス࣒ࢸ構成等ࡀ決࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

  必要ࡿᅗࢆ拡大ࡢ信号機ࡿ࡞࡜対象ࡣ࡟ࡿࡏ向ୖさࢆ効果ࡢ࣒ࢸシスࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ 

ࡿࡍ配信ࢆ路線信号情報ࡽ࠿い࡚高ᗘ化光ビ࣮コン࠾࡟管制エࣜア外ࠊࡽ࠿࡜こࡿあࡀ

 ࠋࡿࡍ提案ࢆࣝࢹࣔ

当該ࣔࡣࣝࢹ管制エࣜア外࡛あࠊࡶ࡚ࡗ系統制御用信号制御機ࢆ用いࡓ信号機࡛あࢀ

 ࠋࡿࡁ配信࡛࡟車側ࢆ路線信号情報ࡤ

提案内容及び適用エࣜア࡜実施ࡿࡍ㝿ࡢ課題ࢆ表 」.」  ࠋࡍ示࡟

ᅗࢆ構成ࣝࢹࣔࠊࡓࡲ 」.1  ࠋࡍ示࡟
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表 」.」 高ᗘ化光ビ࣮コン運用案 

提案内容 適用エࣜア 課題 

管制エࣜア外࡟高ᗘ化光ビ

࣮コンࢆ新設ࠊࡋ固定࣮ࢹ

タ࡚ࡋ࡜路線信号情報ࡢ配

信ࢆ行う 

管制エࣜア外࡛系統制御ࢆ

実施࡚ࡋいࡿ交差点 

࣭系統制御実施交差点ࡢ単

独動作用時限表࡟従ࡓࡗ路

線信号情報ࡼࡢ࡝ࢆう࡟生

成 

扱ࡢ追従動作等࡟特。࠿ࡿࡍ

い࡝ࢆうࠋ࠿ࡢࡿࡍ) 

࣭系統制御実施交差点࡜高

ᗘ化光ビ࣮コン間࡛ࡢ時刻

ྠ期࡝ࢆう行うࠋ࠿ 

࣭サ࣮ビス対象交差点ࡢ異

常状態ࢆ高ᗘ化光ビ࣮コン

 ࠋ࠿ࡿࡍ通知࡟うࡼࡢ࡝࡬

 

 

管制エࣜア外࠾࡟い࡚本シスࢆ࣒ࢸ実現ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍᅗ 」.1 系統信号࡟うࡼࡍ示࡟

制御ࡀ行わ࡚ࢀいࡿ管制エࣜア外ࡢ交差点࡟高ᗘ化光ビ࣮コンࢆ設置ࠊ࡚ࡋ固定࣮ࢹタ

問題ࡏ故㞀時や時刻合わࡢ信号機࡟ࡶ࡜࡜行うࢆ評価ࡢࣝࢹࣔࡿࡍ配信ࡽ࠿ࣛࣇインࢆ

 ࠋࡿ必要࡛あࡀ検討等ࡢ解決方法ࡢそ࡜抽出ࡢ課題࡝࡞

 

ᅗ 」.1 管制エࣜア外 高ᗘ化光ビ࣮コン＋系統信号制御機 設置構成ᅗ 

 

」.」 補完通信インࣛࣇ設置ࡿࡼ࡟コスࢺ削減࡟関ࡿࡍ検討 

 従来ࡢ高ᗘ化光ビ࣮コンࢆ補完ࡿࡍ通信インࡘ࡟ࣛࣇい࡚ࠊࡣ「.「 解決ࢆ課題ࡓࡋ記載࡟

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍ検討ࢆࣛࣇ通信インࡿࡁ許容࡛ࡶ(工事施工費)ࢺ運用コスࡘ࠿ࠊࡋ

 ᅗ 」.「 Ｍ㹍㹂㹃㹐㸿㹒㹍制御信号制御機やࠊࡾࡼ࡟ࡳࡢ高ᗘ化光ビ࣮コンࠊ࡟うࡼࡍ示࡟

感応制御信号機ࡢ信号情報ࢆᏳ定的ࡘ࠿高精ᗘ࡟提供ࡣ࡟ࡿࡍ高ᗘ化光ビ࣮コンࢆ高密ᗘ

㸦10Ｒ 間隔程ᗘ㸧࡛設置ࡿࡍ必要ࡀあࠊࡾそࡢ場合ࡢ設備࣭運用費用ࡣ膨大ࠋࡿ࡞࡜ࡢࡶ࡞ 

そࡵࡓࡢ広域通信ࡿࡁ࡛ࡀ補完用ࡢ通信インࡢ࡜ࣛࣇ組ࡳ合わࡀࡏ必要࡜考えࠋࡿ 

第㸲章࡛記載ࠊࡀࡿࡍそࡢ候補ࡣ࡚ࡋ࡜ 700２Hど 帯無線ࡀ有力࡛あࠋࡿ 
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ᅗ 」.「 高ᗘ化光ビ࣮コンࡿࡼ࡟ࡳࡢ実現ࡢ例㸦ୖᅗ㸧及び 700２Hど 帯無線ࡢ࡜組ࡳ合わࡏ

 (場合㸦ୗᅗࡓ

 

」.4 道路線形情報関連 

道路ࡢ経年変化や工事ࡿࡼ࡟変更ࡼࡢ࡝ࡣ࡟う࡞種別ࡀあࢆ࠿ࡢࡿ表 」.4  ࠋࡿࡍ記載࡟

 新通信インࡿࡍ補完ࠊ࡜ࡢࡶࡿࡅうࢆ高ᗘ化光ビ࣮コン࡛影響ࡢ現状࡟備考欄ࠊࡓࡲ

 ࠋࡓࡋい࡚記載ࡘ࡟ࡢࡶࡿࡅཷࢆ影響ࡀࣛࣇ

 

     表 」.4 道路線形情報関連 

情報ࡢ種類 㡯目 情報内容 備考㸦影響ࡢࡶࡿࡅཷࢆ㸧 

提供サ࣮ビス関

連 

サ࣮ビス方路 サ࣮ビスࡀ提供さࡿࢀ方路 新通信インࣛࣇ 

センサI） サ࣮ビスࢆ提供࡟ࡵࡓࡿࡍ設

置さࡿࢀセンサࡢ管理番号 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

高ᗘ化光ビ࣮コンࡀ増設

さࡓࢀ場合࡟௚パ࣓࣮ࣛ

タࡢ࡜影響࡟注意ࠋࡿࡍ 

シス࣒ࢸ種別 サ࣮ビス提供対象道路࡛ࡢシ

ス࣒ࢸ種別 

 

 

 

 

 

 

 

方 路 情

報 

交

差

点

方

路 

構造 

 

交差点࡟接続さࡿࢀ方路ࡢ数 新通信インࣛࣇ 

方఩ 

 

交差点࡟接続さࡿࢀ各方路ࡢ

交差点ࡢ࡬接続方఩ 

新通信インࣛࣇ 

分 構造 起点～停Ṇ線間࡟存在ࡿࡍ分  

新設光ビ࣮コン 

700２Hど 帯 

無線路側機 

既設光ビ࣮コン 

重要交差点 

一般交差点 
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道路構造ࡿࡼ࡟

 ࡢࡶ

岐

方

路 

 岐方路ࡢ఩置ࠊ数 

方఩ 

 

分岐ノ࣮ࡽ࠿ࢻ各分岐方路࡬

 接続方఩ࡢ

 

ノ ࣮ ࢻ

情報 

配置࣭I） 対象交差点ࡢ形状ࢆ定義ࡿࡍ

 群ࢺイン࣏ࡢࡵࡓ

道程距離࡟関わࡿパ࣓ࣛ

࣮タ࡛ࡢ࡞ 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

ᗙ標 各ノ࣮ࡢࢻ఩置定義ᗙ標 

進行方఩ 各ノ࣮ࡽ࠿ࢻ隣接ࡿࡍୗ流ノ

 方఩ࡿࡍ対࡟ࢻ࣮

車線数 各ノ࣮ࡢ࡛ࢻ車線数 

道程距離 提供さࡿࢀサ࣮ビス࡟対ࡿࡍ 

必要ࡿ࡞࡜指定ノ࣮ࡢ࡛ࡲࢻ

距離࡛起点఩置ࡽ࠿各ノ࣮ࢻ

 合計距離ࡓࡋ直線࡛経由ࢆ

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

 

 

 

 

 

道路管理内容࡟

 ࡢࡶࡿࡼ

都道府県コ࣮ࢻ ／IS࡛規定さࡓࢀ都道府県コ࣮

 ࢻ

 

交差点I） 交差点ࡢ管理番号࡛都道府県

単఩࡟ユニ࣮࡞ࢡ値 

 

規制㏿ᗘ サ࣮ビスࡀ提供さࡿࢀ方路毎

 規制㏿ᗘࡢ

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

方路進行

方向 

。流入࣭流

出) 

交差点方

路 

交差点࡟接続さࡿࢀ各方路ࡢ

車両通行可能方向 

㸦流入出ࠊ流入専用ࠊ流出専用㸧 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

分岐方路 起点～停Ṇ線間࡟存在ࡿࡍ分

岐方路ࡢ車両通行可能方向 

㸦流入出ࠊ流入専用ࠊ流出専用㸧 

 

 

 

 そࡢ中࠾࡟い࡚ࠊ本報告資料ࡢ中࡛影響ࡿࡅཷࢆ部分ࢆ網掛ࡅ表示ࠋࡿࡍ 

表 」.5  ࠋࡿࡍ列挙ࢆ事象ࡿ࡞࡜必要ࡀ道路線形情報関連࡛変更࡟

 

  表 」.5 道路線形関連変更情報࡜イン࡟ࣛࣇ対ࡿࡍ影響 

大㡯目 中㡯目 ᑠ㡯目 変更発生代表例 備考 

提供サ࣮ビス

変更時 

サ࣮ビス提供方路

 変更ࡢ

新ࡋい方路࡟

サ࣮ビス追加 

サ࣮ビスࡢ追加ࡀ必要࡞

場合 

新通信インࣛࣇ 
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提供中方路ࡢ

全サ࣮ビス削

除 

サ࣮ビス提供ࡢ必要࡞ࡀ

変ࡢ場合や道路ࡓࡗ࡞ࡃ

更ࡾࡼ࡟࡝࡞サ࣮ビス提

供࡛ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡁ場合 

 

 

 

 

 

道路構造変更

時 

交差点方路ࡢ追加ࠊ削除 道路工事等ࡾࡼ࡟交差点

ࡓ新ࡀ方路ࡓࢀ接続さ࡟

ࢀ削除さࡾࡓࢀ追加さ࡟

 場合ࡿࡍࡾࡓ

新通信インࣛࣇ 

㸦推奨㏿ᗘࡢ変更㸧 

車両走行車線

 変更時ࡢ

車線数ࡢ変更 道路工事等ࡾࡼ࡟交差点

車線ࡢ方路ࡿࢀ接続さ࡟

数ࡀ変更さࡿࢀ場合。恒久

的࣭一時的) 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

㸦道程距離㸧 

道路幅ࡢ変更 中央分離帯ࡢ変更ࡢ道路

工事や白線見直ࡋ等࡛交

差点࡟接続ࡿࡍ方路ࡢ道

路幅ࡀ変更ࡿ࡞࡟ 

。恒久的࣭一時的) 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

㸦道程距離㸧 

車線増減఩置変更 道路工事等ࡾࡼ࡟交差点

車線増ࡢ方路ࡿࡍ接続࡟

減఩置ࡀ変更ࡿ࡞࡟場合

。恒久的࣭一時的) 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

㸦推奨㏿ᗘࡢ変更㸧 

道路構造変更

時 

分岐方路ࡢ追加削除 サ࣮ビス提供方路ࡢ起点

఩置ࡽ࠿停Ṇ線間࡟分岐

道路ࡀ新࡟ࡓ追加さࡓࢀ

 場合ࡿࡍࡾࡓࢀ削除さࡾ

 

ノ࣮ࢻ఩置変更 停Ṇ線఩置変更 道路工事や路面ࡢ白線見

直ࡾࡼ࡟ࡋ交差点࡟接続

さࡿࢀ方路ࡢ停Ṇ線఩置

 場合ࡿࢀ変更さࡀ

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

道程距離ࡀ長ࡿ࡞ࡃ

分ࡣ࡟影響ᑠ 

 交差点中心఩置

変更 

道路工事や路面ࡢ白線見

直ࡾࡼ࡟ࡋ交差点中心఩

置ࡀ変更さࡿࢀ場合 

道路管理内容

変更時 

 

 

規制㏿ᗘ変更 サ࣮ビス提供方路ࡢ規制

㏿ᗘࡀ変更さࡿࢀ場合 

高ᗘ化光ビ࣮コン 

新通信インࣛࣇ 

影ࡣ࡟場合ࡿ࡞ࡃ㏿

響あࡾ 



「0 

 

。Ᏻ全サイࡣࢻ道程

距離ࡢ࡜兼合有) 

交差点方路ࡢ進行方向変更 道路工事ࠊ規制等ࡢ変更࡟

ࡿࢀ接続さ࡟交差点ࡾࡼ

方路ࡢ進行方向。流出入ࠊ

流入ࠊࡳࡢ流出ࡀ(ࡳࡢ変

更さࡿࢀ場合 

 

分岐方路進行方向ࡢ変更 道路工事ࠊ規制等ࡢ変更࡟

ࡢサ࣮ビス提供方路ࡾࡼ

起点఩置ࡽ࠿停Ṇ線఩置

間ࡢ分岐方路ࡢ進行方向

。流出入ࠊ流入ࠊࡳࡢ流出ࡢ

 場合ࡿࢀ変更さࡀ(ࡳ

 

交差点I）ࡢ変更 県警ࡀ管理ࡿࡍ交差点I）

変更ࡀ方法等ࠊ管理体系ࡢ

さࡿࢀ場合出ࡀ(ࡳࡢ変更

さࡿࢀ場合 

 

 

」.5 道路線形運用ࡢ࣮ࣝࢶ活用ࡿࡼ࡟コスࢺ削減 

信号情報提供ࡿࡼ࡟Ᏻ全運転支援や自動走行ࢆ機能さࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡏ信号情報࡜併࡚ࡏ

道路線形情報ࢆ提供ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

道路線形情報ࡣ道路改良等ࡿࡼ࡟道路形状変化࡟伴い更新ࡿࡍ必要ࡀあࠊࡾ当該更新作

業ࡢコスࢆࢺ削減ࡿࡍ方法ࡘ࡟い࡚検討ࠋࡓࡋ 

道路ࡢ形状変化࡟伴う更新作業ࠊࡣ道路形状ࡢ数値化や符号化ࡀ非常࡟複雑࡛あࡿこ࡜

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜原因ࡢ増大ࡢ工数ࡀ

表 」.6 場合ࡿࡍ設定ࢆ値࡞必要ࡵࡌ࠿ࡽあ࡚ࡋ࡜静的情報࡟各㡯目ࡢ表ࠊࡀࡍ示ࢆ例࡟

࡚ࡋ࡜タ࣮ࢹࢆࢀそࠊ࡜い入力方法ࡍやࡾ࠿わࠊうࡼࡿࡁ短縮࡛ࡀ入力工数ࡢ入力者ࠊࡣ࡟

自動生成࡛ࡿࡁ௙組ࢆࡳ構築ࠋࡿࡍ 

表ࡶタ࣮ࢹࡿい࡚ࢀ構築さࠊࡓࡲ 」.6 形式࡟逆変換ࡿࡍこࡀ࡜可能ࡤࢀ࡞࡟保Ᏺ関連者

可能ࡀ短縮ࡶタ作成期間࣮ࢹࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡄ防ࢆࡾ入力誤ࡢ新規入力時や修ṇ時ࡢタ࣮ࢹࡢ

 ࠋࡿ࡞࡜

ロࢡ࣐ࠊࡤࢀあ࡛ࡢࡿあࡀ㡯目ࡿࡁ算出࡛࡟自動的࡟場合ࡓࡋ決定ࡀ値ࡢ㡯目ࡿあࠊࡓࡲ

ࡁ短縮࡛ࢆ修ṇ手㡰や作業時間࡟ࡽさࠊ࡛࡜こࡿࡍ提供ࢆࢺ表計算シ࣮ࡔࢇこࡳ組ࢆ࡝࡞

 ࠋࡿ࡞࡜可能ࡀ࡜こࡿࡍ࡜ࡿ
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表 」.6 入力簡易࣮ࣝࢶ 
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各通信インフࣛࡢ特徴 
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4. 各通信インフࣛࡢ特徴 

 ᮏ章࡛ࠊࡣ信号情報ࡢ活用ࡿࡼ࡟運転支援ࡢ高度化࡟向けࠊ高度化光ビ࣮コンࡿࡼ࡟路車間通

信を補完すࡿ通信インフࣛࡢ検討を行うࠋ 

 以ୗ࣒ࢸࢫࢩࠊ構成を構築すࡿうえ࡛ࡢ通信インフࣛࡢサ࣮ビࢫ形態ࠊ特徴ࡘ࡟い࡚列挙しࠊ

最後࡟比較表࡜し࡚記載したࠋ 

比較対象࡜すࡿ通信インフࣛࠊࡣ近ᖺࡢ㹇㹒㹑をྲྀࡾ巻く技術動向ࡽ࠿次ࡢ㸳ࡢࡘ通信インフ

 ࠋした࡜ࣛ

ձ 700MHど 帯無線 

ղ 㹄㹋多重放送 

ճ WＮ-位Ｎ 

մ Blつe下ＴＴ下Ｍ 

յ 㹂㹑㹐㹁。5.8低Hど 帯) 

 高度化光ビ࣮コンࡿࡼ࡟路車間通信を補完すࡿ通信インフࣛࠊࡣ路車間通信ࡀ必要࡜すࡿ範囲

。空間)࡛ࠊ高い信頼性を持ࡘこࡀ࡜要件ࡢ一ࠋࡿ࡞࡜ࡘ 

 

  実験等ࡢ詳細࡞内容ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ別冊㸦Ⅱ㸧࡟記載したࠊࡀ各通信インフࣛࡢ特徴や実験を行

 ࠋ比較表を作成した࡚ࡗ基࡙く調査を行࡟文献ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿタを記載す࣮ࢹ実測ࡢたୖ࡛ࡗ
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 ࡵ࡜ࡲ  4.1

表 4.1  ࠋ比較結果を示すࡢい࡚ࡘ࡟今回比較した通信インフࣛ࡟

 

表 4.1 通信インフࣛ㸦路車間㸧ࡢ特徴比較 

通信インフࣛ 

 

種  別 

 

概  要 

 

特  徴 

 

使用実績 

高度化光ビ࣮コ

ン 

࣭近赤外線通信 ࣭双方向通信 

࣭ﾀ㺼ｳ㺻ﾘ㺻ｸ 1,0「4kＧＮ下/上 

 」.1Ｒ×4.7Ｒ。地ୖ高 1.5Ｒ) 

࣭㺏㺍ﾌ㺽ﾘ㺻ｸ 「56kＧＮ下/上 

  」.1Ｒ×「.」Ｒ。地ୖ高 1.5Ｒ) 

࣭電波法ୖࡢ免許不要 

࣭コࢺࢫ：中 

࣭交通安全施設ࡢ情報収集

提供インフࣛ࡜し࡚整備ࠋ 

「࣭015 ᖺ 」᭶現在 約 56,000

基 

ձ700MHど 帯無

線㸦安全運転支

援࣒ࢸࢫࢩ向け

車車間及び路車

間通信帯域㸧 

࣭ 標 準 規 格 ࠕ ARIB 

ST）-T109ࠖ࠾࡟い࡚ 

700㹋㹆ｚ帯高度道路

交通࣒ࢸࢫࢩ標準規格

 ࠋし࡚規定࡜

࣭双方向通信 

࣭利用周波数 700MHど 帯 

࣭電波回折量ࡀ多いࠋ 

࣭ITS 特化した周波数割当࡚ 

࣭通信可能距㞳 「50ｍ 

࣭コࢺࢫ：中 

࣭安全運転支援࣒ࢸࢫࢩ㸦㹂

㹑㹑㹑㸧ࠋ 

ղ位M 多重放送 ࣭音声放送࡟多重化しࠊ

情報送信を行うࠋ 

࣭単方向通信 

࣭利用周波数 

76.1MHど～89.9MHど 

࣭通信㏿度 16kＧＮ下/上 

࣭秒ｵ㺎ﾀ㺼㺎ࡢ情報更新ࡣ困㞴ࠋ 

࣭コࢺࢫ：高。初期投資大) 

࣭㹔㹇㹁㹑情報提供࡛ࠊࡣ

都道府県単఩ࡢ交通情報を

㹌㹆㹉-㹄㹋放送࡟多重化

し࡚提供ࠋ 

࣭「015 ᖺ 4 ᭶ࡾࡼ㹔㹇㹁㹑 

㹕㹇㹂㹃サ࣮ビࢫ開始ࠋ 

ճWＮ-位Ｎ I࣭EEE 80「.11 規格ࡢ無

線 LAN 通信ࡢ内ࠊWＮ-位Ｎ 

AllＮＦＳＨe ࡿ࡞異ࡾࡼ࡟

࣓࣮カ間ࡢ相互接続ࡀ

確認さࢀたࠋࡢࡶ 

W࣭Ｎ-位Ｎ アࢡセ࣏ࢫイン

電波強ࡿ発信すࡽ࠿ࢺ

度を WＮ-位Ｎ ཷ信機࡛ཷ

けྲྀࡾ現在఩置を測定

すࠋࡿ  

࣭アࢡセ࣏ࢫイン࠿ࢺ

࣭双方向通信 

࣭公称通信㏿度 

11MＧp上。80「.11Ｇ) 

～6.9低Ｇp上 。80「.11ＦＨ) 

࣭通信距㞳 100Ｒ～「00Ｒ 

࣭利用周波数 

 「.4低Hど 帯/5低Hど 帯 

㸦 「.4低Hど 帯ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ

Blつe下ＴＴ下Ｍ  同周波数帯㸧࡜

整࣭備コࢺࢫ：高。初期投資大) 

࣭維持コࢺࢫ： ప 

 ࢺッ࣏ࢫࢺッ࣭࣍

࣭低ＴＴＬle LＴＨＦ下ＮＴＳ SeづeＷ 

࣭５lＦＨe EＳＬＮＳe 
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ࡿ電測情報を用いࡢࡽ

たࠊࡵ屋内や地ୗ街

࡞機能しࡀ㹅Ｐ㹑࣭ࡢ

い場所࡛ࡶ఩置を求ࡵ

 ࠋ可能ࡀ事ࡿ

 

 ップ必要࣍チ࣐࣭ࣝ

մBlつe下ＴＴ下Ｍ B࣭lつe下ＴＴ下Ｍ S低I ௙様ࡀ

策定ࠊ普及を推進すࡿ

タࣝ機器用近距㞳ࢪࢹ

無線通信規格ࠋ 

B࣭lつe下ＴＴ下Ｍ 間ࡢ電波強

度を Blつe下ＴＴ下Ｍ ཷ信機

࡛ཷけྲྀࠊࡾ現在఩置

を測定すࠋࡿ 

 

࣭双方向通信 

࣭通信距㞳最大 100Ｒ。（lＦ上上1) 

࣭通信㏿度 「4MＧＮ下/上 

࣭IEEE80「.15.1 

࣭利用周波数 「.4低Hど 帯 

㸦WＮ-位Ｎ  同周波数帯㸧࡜

࣭コࢺࢫ：ప 。初期投資大) 

࣭携帯電話㸦Ｎ５ＭＴＳe  搭載࡟

ＮBeＦＨＴＳ や TA低（AST㸧 

࣭５（  ࢻ࣮࣎キ࣮ࠊࢫウ࣐

࣭㹀㹊㹃㸦Blつe下ＴＴ下Ｍ LＴて 

EＳeＷＬと㸧：屋内࡟設置さࢀた

Blつe下ＴＴ下Ｍ 発信機㸦BeＦＨＴＳ㸧

఩ࡢ端ᮎ࡟情報を基ࡢࡽ࠿

置を測定すࠋࡿ 

 

յ 㹂 㹑 㹐 㹁

㸦5.8低Hど 帯㸧 

࣭ 標 準 規 格 ࠕ ARIB 

ST）-T75 い࡚狭域࠾ࠖ࡟

通信࣒ࢸࢫࢩ標準規格

 ࠋし࡚規定࡜

࣭双方向通信 

࣭利用周波数 5.8低Hど 帯 

࣭高㏿道路࡛ࡢ運用 

࣭通信距㞳 10～」0Ｒ 

࣭電波回析量ࡀ少࡞い 

࣭通信ࡢ回ࡾ込ࡀࡳあࠋࡿ 

࣭コࢺࢫ：ప 

࣭安全運転支援࣒ࢸࢫࢩ 

 

 特徴ࡢ内ࠊ㹒㹑Ｐ㹑࡟用いࡣ࡟ࡿ望ࡲしく࡞いࡢࡶを赤字及びୗ線࡛表示したࠋ 
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表 4.「  ࠋ比較を示すࡢ各通信インフࣛࡿ関す࡟࡝࡞検知時間ࠊ通信距㞳ࠊ信感度ཷ࡟

 

 表 4.「 新通信インフࣛ選定ࡢたࡢࡵ比較表 

通信インフࣛ 

 

種  別 

 

ཷ信感度 

 

通信距㞳 

 

通信量 

 

形態 

 

検知時間 

 

運用実績 

 

ձ 700MHど 帯無

線 

 

-「0ＩＧＲ 

 

「50ｍ 

」0kＧと下e/上 

 

。1  (ࢺロッࢫ

 

 ࣝࢢンࢩ

 

1 秒以ୗ 

ᖹ成 「6 ᖺࡽ࠿実

験ࡿࡼ࡟実績あ

 ࡾ

 

ղ 位M 多重放送 

 

 

 － 

 

10～50kＲ 

 

0.8kＧと下e/上 

 

  － 

 

1 秒以ୗ 

 

広域エࣜア実施 

 

ճ WＮ-位Ｎ 

 

-90ＩＧＲ 

 

1「0Ｒ 

 

75kＧと下e/上 

 チ࣐ࣝ

 

 ップ࣍

 

1.5 秒 

 

交通インフࣛ無 

 

 

մ Blつe下ＴＴ下Ｍ 

 

 － 

 

100Ｒ 

 

1「8KＧと下e/上 

 チ࣐ࣝ

 

 ップ࣍

 

10 秒 

 

交通インフࣛ無 

 

 

յ 㹂㹑㹐㹁 

 

 

-40ＩＧＲ 

 

」0Ｒ 以ୗ 

 

「17kＧと下e/上 

 

 ࣝࢢンࢩ

 

1 秒以ୗ 

 

高㏿道路࡛活用 

 

表 4.1 及び表 4.「 ITSࠊࡽ࠿観点ࡢ たࢀ行わࡀ特化し࡚周波数割当࡚࡟ 700MHど 帯無線ࠊࡣ௚ࡢ

用途࡜競合すࡿこ࡞࡜くࠊ信頼性ࡢ高い路車間通信ࡢ実現ࡀ期待࡛ࠊࡁ信号情報ࡢ活用ࡿࡼ࡟運

転支援࣒ࢸࢫࢩ実用化࠾࡟い࡚ࡣ最ࡶ᭷力࡞候補࡜考えࠋࡿࢀࡽ 

   



 

 

 

 

 

第㸳章 

ᖹ成 「8ᖺ度以降ࡢ実証実験࡟つい࡚ 
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5.  ᖹ成 「8 ᖺ度以降ࡢ実証実験࡟つい࡚ 

5.1 現状分析 

現在ࠊ国道㸯桁路線。1号ࡽ࠿㸲号)ࡢ管制エࣜ࢔内ࡢ信号機ࡣ約 」,700 基あࡢࡑࠊࡾ内訳

約ࡀコーࣝ制御ࣜࠊࡣ 約ࡀＭ㹍㹂㹃㹐Ａ㹒㹍制御ࠊ1%」 パターࡿࡼ࡟主従感知器設置ࠊ0%「

ン選択制御ࡀ約 約ࡀギャップ感応制御ࠊ40%  ࠋࡿ割合࡛あࡢ%「

まࠊࡓ管制エࣜ࢔外ࡢ信号機ࡣ約 1,500 基あࡢࡑࠊࡾ内訳ࣜࠊࡣコーࣝ制御ࡀ約 系ࠊ50%

統制御ࡀ約  ࠋࡿ割合࡛あࡢ0%」

 

5.「 実証実験㸦案㸧 

5.「.1 管制エࣜ࢔内 

管制エࣜ࢔内࠾࡟い࡚ࠊࡣ図 5.「.1 ࡓࡋ議論࡟前章ま࡛࡟重要交差点ࠊ࡟うࡼࡍ示࡟

700２Hど 帯無線を活用ࡿࡍ路側機㸦以ୗࠕࠊＩ㹒㹑無線路側機ࠖ࡜いうࠋ㸧を設置ࡢࡑࠊࡋ前後

 ࠋࡿࡍ評価を実施ࡢ࣒ࢸシスࠊ࡚ࡋ高度化光ビーコンを配置࡟

まࠊࡓ交差点ୖࡢ流側࡜ୗ流側࡟高度化光ビーコンを設置ࡓࡋ場合ࡢࢀࡒࢀࡑࡢ有効性

 ࠋ検証を行うࡶつい࡚࡟

 

 

 

図 5.「.1 管制エࣜ࢔内 高度化光ビーコン＋Ｉ㹒㹑無線路側機 設置構成図 

 

設置位置及びࡢ高度化光ビーコンࠊ࠾࡞   ITS 無線路側機ࡢ設置位置࡟つい࡚ࠊࡣ現場状

況を踏まえࡓ検討ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

 

5.「.「 管制エࣜ࢔外 

  管制エࣜ࢔外࠾࡟い࡚ࠊࡣ図 5.「.「 交差点ࡿい࡚ࢀ行わࡀ系統信号制御࡟うࡼࡍ示࡟

評価を行ࡢ࣒ࢸシスࠊ࡚ࡋ配信ࡽ࠿ンフࣛ࢖ータをࢹ固定ࠊࡋ高度化光ビーコンを設置࡟

いࠊ信号機ࡢ故障時や時刻合わせ問題ࡢ࡝࡞課題を洗い出࡜ࡇࡍを目的࡟実施ࠋࡿࡍ 
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図 5.「.「 管制エࣜ࢔外 高度化光ビーコン＋系統制御用信号制御機 設置構成図 

 

 

 

5.」 今後ࡢ課題  

シス࣒ࢸ運用࡟向ࡢ࡚ࡅ課題࡟つい࡚ࡣ次ࡢ㸱つࡀあࠋࡿࢀࡽࡆ 

 

㸯点目 Ｉ㹒㹑無線路側機ࠊࡣ通信距離ࡢ問題ࡽ࠿㹒㹑㹎㹑ࡿࡅ࠾࡟赤信号見落ࡋ࡜防止

支援࡟適用可能ࠋ࠿ 

㸰点目 現在ࡢ 700２Hど 帯無線ࡢ帯域ࡢ中࡛㹒㹑㹎㹑をࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣ各種サービスࡇ࡝ࡀま

࡛可能ࠊ࠿及びＩ㹒㹑無線路側機ࡢ最適配置ࠋ 

㸱点目 高度化光ビーコン࡜ 700２Hど 帯無線࡟対応ࡓࡋマࣝチ࣓࢔࢕ࢹ対応車載機ࡢ開発及

び普及ࠋ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

別冊㸦Ⅰ㸧 

 信号情報活用運転支援࣒ࢸࢫࢩ 

実験௙様書。案) 
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1. 適用範ᅖ 

 ᮏ௙様書ࠊࡣ高ᗘ໬ගビ࣮コン࡜ 700２－z 帯無線通信インࣛࣇ(௨降名称ࢆ㹇㹒㹑無線路

側機ࢆ(ࡿࡍ࡜活用し࡚路線信号情報ࢆ車載端ᮎ࡟配信ࡿࡍ路線信号情報活用装置(௨ୗࠊ

 ࠋࡿࡍ適用࡟ (ࠋいう࡜ᮏ装置ࠖࠕ

ᮏ装置࡜高ᗘ໬ගビ࣮コン࡜㹇㹒㹑無線路側機ࡢ࡜関係ࢆᅗ 1.1  ࠋࡍ示࡟

 

         

 

 

 

 

 

  

                     ᮏ装置 

 

      ᅗ 1.1 ᮏ装置ࡢ位置࡙け 

 

高ᗘ࡟後࡜前ࡢࡑ㸯基設置し࡚ࢆ㹇㹒㹑無線路側機࡟㔜要交差点ࡣ際し࡚࡟実験ࡓࡲ

໬ගビ࣮コンࢆ一基設置ࡿࡍこࢆ࡜前提ࠋࡿࡍ࡜ 

 

 

 

 

「. ௙様書名称 

 ᮏ装置ࡢ௙様書名称ࠊࡣ௨ୗࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

 実験௙様書ࠖ ࣒ࢸࢫࢩ信号情報活用運転支援ࠕ

 

」. 用語ࡢ定義 

  ᮏ௙様書࡛用いࡿ主࡞用語ࡢ定義ࡣ次ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

(1)  高ᗘ໬ගビ࣮コン 

路線信号情報ࢆ最大 16 交差点ศࡢ情報配信ࡿࡍ装置 

 

(2)  㹇㹒㹑無線路側機 

電波活用࡛ࡾࡼ࡟高ᗘ໬ගビ࣮コンࢆ補完࡛ࡢࡶࡿࡍ㹂㹑㹑㹑用信号機ࡢࡽ࠿ 

  信号情報ࢆ車載装置࡟配信ࡿࡍ装置 

㹇㹒㹑無線路側

機通信インࣛࣇ 

高ᗘ໬ග 

ビ࣮コン 
車載装置 

㹂㹑㹑㹑用信号制御機 

中央装置 
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4. 一般事㡯 

  ᮏ௙様書࡟適用さࡿࢀ௙様書及び参照ࡿࡍ規格等ࠊࡣ௨ୗࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

 版㸱ࠖࠖࠕン規格ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔高ᗘ໬ගビ࣮コン 近赤外線式ＡＭ㹇㹑用通信ࠕ

 版㸲ࠖࠖࠕ規格ࢫ࣮࢙ࣇࢱ高ᗘ໬ගビ࣮コン 近赤外線式インࠕ

 版㸰ࠖࠖࠕン規格ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔路車協調型㹂㹑㹑㹑用交通信号制御機 通信ࠕ

  ン共通(実験)規格ࠖB4-Z-028-3-0ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔㹇㹒㹑無線路側機通信ࠕ

ン(ග࣭ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔路車協調㹂㹑㹑㹑用路側無線装置 通信ࠕ 電波実験)規格 ࠕ版㸰ࠖࠖ   

 

 

5. 設置条件 

5.1 一般条件 

5.1.1 設置環境条件 

(1) 高ᗘ໬ගビ࣮コンや㹇㹒㹑無線路側機ࢆ設置ࡿࡍ場合࡟太陽ගやࠊ木々ࡢ葉や大型車

 ࡜こࡿࡍ考慮し࡚設置ࢆンࣙࢪ࣮ࣝࢡ࢜ࡢ

(2) 㹇㹒㹑無線路側機ࡣＭＯ㹂㹃㹐Ａ㹒Ｏ制御ࢆし࡚いࡿ㔜要交差点࡟設置ࡿࡍこࠋ࡜ 

 

5.1.「 電気的条件 

(1) ᮏ装置ࡣ中央装置ࡽ࠿ගビ࣮コン࡟対し࡚ࠕ㹑㸷形インࢫ࣮࢙ࣇࢱ規格࡛ࠖ接⥆࡛ࡁ

 ࠋ࡜こࡿ

(2) ᮏ装置ࡣ㹂㹑㹑㹑用信号制御機ࡽ࠿㹇㹒㹑無線路側機࡟対し࡚通信規格࡟基࡙い࡚接

 ࠋ࡜こࡿࡁ࡛⥆

(3) ᮏ装置ࡢ車載装置ࡣ路線信号情報ཷࢆ信࡛ࡿࡁ高ᗘ໬ගビ࣮コン対応ࣘニッࡽ࡞ࢺび

࡟ 700２－z 帯ࡢ情報ཷࢆ信࡛ࡿࡁ機能ࢆ᭷し࡚いࡿこࠋ࡜ 

 

6. 構成及び構造 

6.1 構成 

6.1.1 構成品一覧 

   表 6.1 構成品一覧表 

区ศ 品目 数㔞 備考 

 

 

ᮏ装置 

高ᗘ໬ගビ࣮コン 㸰基  

㹇㹒㹑無線路側機 1 基  

車載装置 1 式 高ᗘ໬ගビ࣮コンࡢ情報ཷࢆ信

࡜ࡢࡶࡿࡁ࡛ 700Ｍ㹆ｚ帯ཷࡀ

信࡛ࡣࡢࡶࡿࡁ別筐体࡛ࡶ可 

 



」 

 

 

6.1.「 指定㡯目 

  Ⓨ注時ࡢ指定㡯目ࠊࡣ௨ୗࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

。1) 高ᗘ໬ගビ࣮コンࡢ設置位置 

。「) 㹇㹒㹑無線路側機設置位置 

。」) 信号制御機ࡢ種類指定 

。4) 高ᗘ໬ගビ࣮コンࡢ路線信号情報ཷࢆ信࡛ࡿࡁ車載装置 

。5) 700２－z 帯無線ཷࢆ信࡛ࡿࡁ車載装置 

 

6.1.」 機能構成 

 ᮏ装置ࡢ機能構成ࡣᅗ 6.1  ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ

 

中央装置   高ᗘ໬ගビ࣮コン 

 

 

 

 

 

 

    ᅗ 6.1 機能構成 

6.「 構造 

6.「.1 構造 

 (1) 車載装置ࡢ形状ࡣ必検討ࠋࡿࡍ࡜ 

 (2) 車載装置ࡢ外形寸法ࡣ要検討ࠋࡿࡍ࡜ 

 (3) 車載装置ྲྀࡢ付形式ࡣ要検討ࠋࡿࡍ࡜ 

 (4) 高ᗘ໬ගビ࣮コンࡘ࡟い࡚ࡣ規格࡟基࡙い࡚こ࡜ 

 

7㸬インࢫ࣮࢙ࣇࢱ 

 ᮏ装置࡜関連装置ࡢ接⥆ࡣ௨ୗࡢ規格࡟適合しࡓ接⥆ࡀ可能࡛あࡿこࠋ࡜ 

(1) 中央装置置ࡽ࠿ගビ࣮コン࡟対し࡚ࠕ㹑㸷形インࢫ࣮࢙ࣇࢱ規格ࠖ࡟基࡙い࡚路線 

信号情報ࢆ配信ࡿࡍこࠋ࡜ 

(2) 㹂㹑㹑㹑用信号制御機ࡽ࠿㹇㹒㹑無線路側機࡟対し࡚路車協調型㹂㹑㹑㹑用交通信

号制御機 通信ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ン規格ࠕ版㸰ࠖ࡟基࡙い࡚接⥆࡛ࡿࡁこࠋ࡜ 

(3) ᮏ装置ࡢ車載装置ࡣ路線信号情報ཷࢆ信࡛ࡿࡁ高ᗘ໬ගビ࣮コン対応ࣘニッࢆࢺ装

備し㹇㹒㹑無線路側機ࡢ情報ཷࢆ信࡛ࡿࡁ機能ࢆ᭷し࡚いࡿこࠋ࡜ 

中央装置 高ᗘ໬ගビ࣮コン 車載装置 

㹂㹑㹑㹑用 

信号制御機 

㹇㹒㹑無線路側機 
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8㸬機能 

 (1) 車載装置ࡣ 1 ศ༢位ࡽ࡞び࡟ 100  ࠋ࡜こࡿࡁ信࡛ཷࢆ情報ࡢ秒༢位࡛࣑ࣜ

 (2) 高ᗘ໬ගビ࣮コンࠕࡣ高ᗘ໬ගビ࣮コン 近赤外線式ＡＭ㹇㹑用通信ࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔

ࣙン規格ࠕ版㸱ࠖࠖࡢ௙様࡟基࡙いࡓ情報配信ࡿࡁ࡛ࡀこࠋ࡜ 

 (3) 㹇㹒㹑無線路側機ࡽ࡞び࡟車載装置ࠕࡣ㹇㹒㹑無線路側機 通信ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ン

共通(実験)規格案ࠖ࡟基࡙いࡓ௙様ࡍࡓࡳࢆこࠋ࡜ 

 

重㸬性能 

(1) 㹇㹒㹑無線路側機ࡽ࠿車載装置へࡢ情報配信サイࣝࢡ秒数ࡣ要検討ࠋࡿࡍ࡜ 

(2) 高ᗘ໬ගビ࣮コンࡽ࠿配信ࡿࡍ路線信号情報ࡢ最大交差点数(現状ࡣ 16 地点)࡟ 

 ࠋࡿࡍ࡜要検討ࡣい࡚ࡘ  
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10㸬引用資料 

 ᮏ௙様書࡛引用し࡚いࡿ資料ࡢ一覧ࢆ表 10.1  ࠋࡍ示࡟

 

      表 10.1 引用資料一覧 

区ศ 名称 ศ類番号 適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格書 

 

 

高ᗘ໬ගビ࣮コン 近赤外線式

ＡＭ㹇㹑用通信ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔

ン規格ࠕ版㸱ࠖ 

B4-：-01重-」-0 ගビ࣮コンࡢ高ᗘ໬

ࡘ࡟伴う情報配信࡟

い࡚ࡢ共通事㡯ࢆ記

載 

㹑㸷形インࢫ࣮࢙ࣇࢱ規格 B」-A-08「-*-0 中央装置࡜高ᗘ໬ග

ビ࣮コン間インࣇࢱ

ࡶࡓ規定しࢆࢫ࣮࢙

 ࡢ

路車協調型㹂㹑㹑㹑用交通信号

制御機 通信ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ン

規格ࠕ版㸰ࠖ 

B5-：-001-「-0 㹂㹑㹑㹑信号機࡜路

側間ࡢ接⥆ࡘ࡟い࡚

 記載ࡢ

路車協調㹂㹑㹑㹑用路側無線装

置 通信ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ン(ග࣭

電波実験)規格 ࠕ版㸰ࠖ 

B4-：-01「-「-0 路側無線装置࡜௚ࡢ

接⥆装置ࡢ࡜接⥆࡟

関ࡿࡍイン࣮࢙ࣇࢱ

 ࡢࡶࡓ規定しࢆࢫ

路車協調㹂㹑㹑㹑用路側無線装

置 通信ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ン(ග࣭

電波実験)規格 ࠕ版㸰ࠖ 

B4-：-00重-1-0 路線信号等ࡢ記載ࡀ

さ࡚ࢀいࡢࡶࡿ 

規格(案) 㹇㹒㹑無線路側機 通信ࣜࣉ࢔

 ン共通(実験)規格案ࣙࢩ࣮ࢣ

B4-Z-0「8-」-0 㹇㹒㹑無線路側機࡜

車載装置間ࡢ無線通

信࡟インࢫ࣮࢙ࣇࢱ

 ࡢࡶࡢࡓ規定しࢆ

࣓ッセ࣮

 (案)ࢪ

㹇㹒㹑無線路側機ࡽ࠿配信さࢀ

 路線信号情報ࡿ

次章࡛記載 㹇㹒㹑無線路側機࠿

路線信号ࡿࡍ配信ࡽ

情報 
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11㸬㹇㹒㹑無線路側機配信路線信号情報 

 

複数ࡢ流出路線࡟対応しࡓ路線信号情報࣓ッセ࣮ࡢࢪ構成ࢆ表 6.2.1  ࠋࡍ示࡟

共通࣊ッࠕࡣࢲ㹇㹒㹑無線路側機 通信ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ン共通(実験)規格案ࠖࡿࡼ࡟こ࡜ 

 

表6.「.1 路線信号情報ࡢ構成 

構成㹂㹄㸭㹂㹃 表現形式 コ࣮ࢻ 備考 

）＋Ｄ提供点管理番号 

 ）分Ｄ都道府県コ࣮ࢻ 継iＳ。8) ）-1  

）分Ｄ提供点種別コ࣮ࢻ 継iＳ。1) ）-「  

）分Ｄ交差点．）㸭༢路．） 継iＳ。15) B-1  

 ）分Ｄ予備㸶 継iＳ。8) （-8  

）分Ｄ࣒ࢸࢫࢩ状態 継iＳ。8) 分-1  

 ）分Ｄ基準点更新࢘࢝ンࢱ 継iＳ。16) 分-「  

 ）分Ｄ基準点ࡢࡽ࠿経過時間 継iＳ。16) 分-」  

 ）分Ｄ予備㸶 継iＳ。8) （-8  

）分Ｄ基準点ࢱ࣮ࢹ࡜生成時刻ࡢ差 継iＳ。16) 分-4  

）＋Ｄ情報᭷効時間 

 情報᭷効時間㸯 継iＳ。16) 分-5  

情報᭷効時間㸰 継iＳ。16) 分-6  

）＋Ｄ起点参照位置㸦無線機設置交差点＝㹂㹑㹑㹑信号情報提供交差点ࡢ中心位置ᗙ

標㸧 

 ）＋Ｄ緯ᗘ 

 ）分Ｄ緯ᗘ㸦ᗘ㸧 継iＳ。8) A-1  

 ）分Ｄ緯ᗘ㸦ศ㸧 継iＳ。8) A-「  

 ）分Ｄ緯ᗘ㸦1/100秒㸧 継iＳ。16) A-」  

）＋Ｄ経ᗘ   

 ）分Ｄ経ᗘ㸦ᗘ㸧 継iＳ。重) A-4  

 ）分Ｄ経ᗘ㸦ศ㸧 継iＳ。7) A-5  

 ）分Ｄ経ᗘ㸦1/100秒㸧 継iＳ。16) A-6  

）分Ｄ高ᗘ 継iＳ。16) A-7 ࣙࢩࣉ࢜ン情報 

  ）分Ｄ接⥆方路数㸦㹇㸧 継iＳ。8) （-重  

  ）＋Ｄ方路情報㸸㸯 

）分Ｄ方路．） 継iＳ。8) B-「  
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）分Ｄ方路接⥆方位 継iＳ。8) 分-7  

）分Ｄ流入㸭流出区ศコ࣮ࢻ 継iＳ。8) ）-」  

）分Ｄ流出路線信号情報提供状態 継iＳ。8) 分-8 㸮㸸常時サ࣮ビࢫ対象

外方路 

㸯㸸現送信周期࡛ࡣ情

報非提供 

㸰㸸現送信周期࡛情報

提供中 

各送信周期࡛ࠕ㸰㸸提

供中ࠖࡿࡍ࡟方路ࡀ㡰

番࡟ษࡾ替えࠋࡿࢀࡽ 

）分Ｄ流出路線信号情報格納࣏イン

 ࢱ

継iＳ。16) 分-重 提供状態＝㸮㸪㸯ࡢ場

合ࠊࡣ無効値

㸦0で＋＋＋＋㸧ࢆ格納 

  㸸 

）＋Ｄ方路情報㸸㹇 

 

 

方路㸦㸯㸧㸫）＋Ｄ流出路線信号情報 

）分Ｄ提供交差点数㸦㹈㸧 継iＳ。8) （-10  

）＋Ｄ信号制御予定情報㸸㸯  㸦交差点㸯ࡢ信号制御予定情報㸧 

 

 ）＋Ｄ交差点参照位置 

㸦交差点中心相当ࡢ絶対ᗙ標㸧 

）＋Ｄ緯ᗘ 

  ）分Ｄ緯ᗘ㸦ᗘ㸧 継iＳ。8) A-1  

 ）分Ｄ緯ᗘ㸦ศ㸧 継iＳ。8) A-「  

 ）分Ｄ緯ᗘ㸦1/100秒㸧 継iＳ。16) A-」  

）＋Ｄ経ᗘ   

  ）分Ｄ経ᗘ㸦ᗘ㸧 継iＳ。重) A-4  

 ）分Ｄ経ᗘ㸦ศ㸧 継iＳ。7) A-5  

 ）分Ｄ経ᗘ㸦1/100秒㸧 継iＳ。16) A-6  

）分Ｄ高ᗘ 継iＳ。16) A-7 ࣙࢩࣉ࢜ン情報 
 

）分Ｄ起点参照位置ࡽ࠿当該交差点 

停Ṇ線ࡢ࡛ࡲ道程距離 

継iＳ。16) 分-10  
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）＋Ｄ推奨㏿ᗘ情報 

 規制㏿ᗘ変動᭷無 継iＳ。1) 分-11  

区間ࡢ最小規制㏿ᗘ 継iＳ。7) 分-1「  

）分Ｄ信号制御補足情報 継iＳ。8) 分-1」  

）分Ｄ交差点識別ࢢࣛࣇ 継iＳ。」) 分-14  

）分Ｄ感応許可状態 継iＳ。1」) 分-15  

）分Ｄサイࣝࢡ情報㸦㸯㸧開始ࡢ࡛ࡲ

経過時間 

継iＳ。16) 分-16  

）分Ｄサイࣝࢡ情報数㸦㹉㸧 継iＳ。8) （-11  

）＋Ｄサイࣝࢡ情報㸸㸯 

  ）＋Ｄサイࣝࢡ情報࣊ッࢲ 

 ）分Ｄ最終サイࣝࢡ情報ࡢ 

利用区ศ 

継iＳ。「) 分-17  

）分Ｄ適用サイࣝࢡ数 継iＳ。6) 分-18  

）分Ｄサイࣝࢡ長㸦最小㸧 継iＳ。1「) 分-1重  

）分Ｄサイࣝࢡ長㸦最大㸧 継iＳ。1「) 分-「0  

）分Ｄ青開始時間㸦最小㸧 継iＳ。1「) 分-「1  

）分Ｄ青開始時間㸦最大㸧 継iＳ。1「) 分-「「  

）分Ｄ青終了時間㸦最小㸧 継iＳ。1「) 分-「」  

）分Ｄ青終了時間㸦最大㸧 継iＳ。1「) 分-「4  

）分Ｄ指௧サイࣝࢡ長 継iＳ。8) 分-「5  

）分Ｄ黄時間 継iＳ。4) 分-「6  

）分Ｄ赤開始時間㸦最大㸧 継iＳ。1「) 分-「7  

   㸸 

）＋Ｄサイࣝࢡ情報㸸㹉 

㸸 

）＋Ｄ信号制御予定情報㸸㹈 

  

   㸸 

方路㸦㹇㸧㸫）＋Ｄ流出路線情報 

 

  



重 

 

  定義ࡢ࣒࣮ࣞࣇࢱ࣮ࢹ 11.1

(1) DF_提供点管理番号 

提供点ࡢ種別࡜提供点ࢆ識別ࡢࡵࡓࡿࡍ管理番号ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(2) DF_情報᭷効時間 

路線信号情報ࡀ更新さࡢ࡛ࡲࡿࢀ時間࡜し࡚ࠊ௒回ࡢ更新時間及び次回ࡢ更新時間࡛ࡲ

 ࠋࡿࡍ格納ࢆ時間ࡢ

(3) DF_起点参照位置 

無線機ࡀ設置さࡿࢀ交差点㸦㹂㹑㹑㹑信号情報提供交差点㸧ࡢ中心位置相当ࡢᗙ標㸦緯

ᗘࠊ経ᗘ㸧ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(4) DF_緯ᗘ 

世界測地系ࡢ絶対ᗙ標㸦緯ᗘ㸧ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(5) DF_経ᗘ 

世界測地系ࡢ絶対ᗙ標㸦経ᗘ㸧ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(6) DF_方路情報 

無線機ࡀ設置さࡿࢀ交差点࡟接⥆ࡿࡍ方路ࡢ情報ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(7) DF_流出路線信号情報 

各流出方路࠾࡟けࡿ路線信号情報ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(8) DF_信号制御予定情報 

対象交差点ࡢ現サイࡽ࠿ࣝࢡ情報᭷効時間ࡢ࡛ࡲ複数サイ࠾࡟ࣝࢡけࡿ信号制御予定

情報ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(9) DF_推奨㏿ᗘ情報 

対象交差点ࡢ流入路区間࠾࡟けࡿ推奨㏿ᗘࡢ情報ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

(10) DF_サイࣝࢡ情報 

対象交差点ࡢ対象サイ࠾࡟ࣝࢡけࡿ信号制御予定情報ࢆ格納ࠋࡿࡍ 
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  定義ࡢ࣒࣮ࣞࣇࢱ࣮ࢹࡢ㡯目ࢱ࣮ࢹ 」.11

各ࢱ࣮ࢹ㡯目ࡢ定義ࢆ表11.1～表11.4࡟示ࠋࡍ 

 

表11.1 位置表現用ࢱ࣮ࢹ㡯目 

コ࣮ࢻ ）分名称 定義 

A-1 

 

 

）分Ｄ緯ᗘ㸦ᗘ㸧 

 

 

緯ᗘ࣭ᗘ㸦㸫重0～重0㸧ࢆ表ࠋࡍṇ㸦㸮～㸩重0㸧ࢆ໭緯ࠊ

負㸦㸫㸯～㸫重0㸧ࢆ༡緯ࠋࡿࡍ࡜ 

最大ࡢṇࡣ無効時ࠊ୙明ࠊ補数࡛表しࡢ㸰ࡣ負値ࠊ࠾࡞

値ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

A-「 ）分Ｄ緯ᗘ㸦ศ㸧 緯ᗘ࣭ศ㸦㸮～5重㸧ࢆ表ࠋࡍ 

୙明ࠊ無効時ࣝࣇࡣビッࢆࢺ格納ࠋࡿࡍ 

A-」 ）分Ｄ緯ᗘ㸦1/100秒㸧 緯ᗘ࣭1/100秒㸦㸮～5重重重㸧ࢆ表ࠋࡍ 

୙明ࠊ無効時ࣝࣇࡣビッࢆࢺ格納ࠋࡿࡍ 

A-4 

 

 

）分Ｄ経ᗘ㸦ᗘ㸧 

 

 

経ᗘ࣭ᗘ㸦㸫180～180㸧ࢆ表ࠋࡍṇ㸦㸮～ 㸩180㸧ࢆ

東経ࠊ負㸦㸫㸯～㸫180㸧ࢆ西経ࠋࡿࡍ࡜ 

最大ࡢṇࡣ無効時ࠊ୙明ࠊ補数࡛表しࡢ㸰ࡣ負値ࠊ࠾࡞

値ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

A-5 ）分Ｄ経ᗘ㸦ศ㸧 経ᗘ࣭ศ㸦㸮～5重ศ㸧ࢆ表ࠋࡍ 

୙明ࠊ無効時ࣝࣇࡣビッࢆࢺ格納ࠋࡿࡍ 

A-6 ）分Ｄ経ᗘ㸦1/100秒㸧 経ᗘ࣭1/100秒㸦㸮～5重重重㸧ࢆ表ࠋࡍ 

୙明ࠊ無効時ࣝࣇࡣビッࢆࢺ格納ࠋࡿࡍ 

A-7 

 

）分Ｄ高ᗘ 

 

ｍ༢位ࡢ距離㸦㸫」「768～」「766ｍ㸧ࢆ表ࠋࡍ 

最大ࡢṇࡣ無効時ࠊ୙明ࠊ補数࡛表しࡢ㸰ࡣ負値ࠊ࠾࡞

値ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

備考 緯ᗘ࣭経ᗘࠊࡣ世界測地系ࡿࡼ࡟地域࣓ッࣗࢩコ࣮ࢆࢻ適用ࠋࡿࡍ 
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表11.「 管理番号表現用ࢱ࣮ࢹ㡯目 

コ࣮ࢻ ）分名称 定義 

B-1 

 

 

 

）分Ｄ交差点．）㸭༢路．） 

 

 

 

提供点ࡢ管理番号㸦㸯～」「767㸧ࢆ表ࠋࡍ 

交差点．）ࢆ表ࡍ場合ࠊࡣ都道府県༢位࡛ࣘニ࣮࡞ࢡ番号

各ୗ流路線ࡿࢀ格納さ࡟道路線形情報ࠊしࡔࡓࠋࡿࡍ࡜

情報࠾࡟けࡿ終端ࡢୗ流交差点࠾࡟い࡚ࠊࡣ交差点．）＝

㸮࡜し࡚ࡢࡑࠊ流入方路情報ࡣ࡟終点ノ࣮ࡀࡳࡢࢻ格納

さࠋࡿࢀ 

༢路．）ࢆ表ࡍ場合ࠊࡣ無線機༢位࡛ࣘニ࣮࡞ࢡ番号ࡍ࡜

 ࠋࡿ

B-「 

 

 

 

 

）分Ｄ方路．） 

 

 

 

 

提供点࡟接⥆ࡿࡍ方路ࡢ管理番号㸦㸯～㸶㸧ࢆ表ࠋࡍ 

小ࡶ最ࡀ値ࡢ方路接⥆方位ࡿけ࠾࡟道路線形情報ࠊ࠾࡞

さい方路㸦໭方向㸧ࢆ方路．）＝㸯࡜し࡚ࠊ時計回࡟ࡾ㡰

番࡟番号ࢆ付୚ࠋࡿࡍ 
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表11.」 数値表現用ࢱ࣮ࢹ㡯目 

コ࣮ࢻ  ）分名称 定義 

（-1 ）分Ｄ予備㸯 㸯ビッࢺ予備領域 

（-「 ）分Ｄ予備㸰 㸰ビッࢺ予備領域 

（-」 ）分Ｄ予備㸱 㸱ビッࢺ予備領域 

（-4 ）分Ｄ予備㸲 㸲ビッࢺ予備領域 

（-5 ）分Ｄ予備㸳 㸳ビッࢺ予備領域 

（-6 ）分Ｄ予備㸴 㸴ビッࢺ予備領域 

（-7 ）分Ｄ予備㸵 㸵ビッࢺ予備領域 

（-8 ）分Ｄ予備㸶 㸶ビッࢺ予備領域 

（-重 

 

）分Ｄ接⥆方路数 

 

提供点࠾࡟けࡿ物理的࡞接⥆方路数㸦㸯～㸶㸧ࢆ表ࠋࡍ 

 ࠋࡿࡍ࡜㸯方路扱いࡣ༢路ࠊ࠾࡞

（-10 

 

）分Ｄ提供交差点数 

 

対象ࡢ流出路線࠾࡟い࡚ࠊ信号情報ࡢ提供対象ࡿ࡞࡜交

差点数㸦㸮～16㸧ࢆ表ࠋࡍ 

（-11 ）分Ｄサイࣝࢡ情報数 対象ࡢ交差点࠾࡟い࡚ࠊ提供ࡿࡍサイࣝࢡ情報数 

㸦㸮～㸶㸧ࢆ表ࠋࡍ 
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表11.4 コ࣮ࢻ㸭ࢢࣛࣇ表現用ࢱ࣮ࢹ㡯目 

コ࣮ࢻ  ）分名称 定義 

）-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

）分Ｄ都道府県コ࣮ࢻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㹈㹇㹑都道府県コ࣮ࢆࢻ表ࠋࡍ 

01野໭海道 0「野青森県 0」野岩手県 04野宮城県 

05野秋田県 06野山形県 07野福島県 08野茨城県 

0重野栃木県 10野群馬県 11野埼玉県 1「野千葉県 

1」野東京都 14野神奈川県 15野新潟県 16野富山県 

17野石川県 18野福井県 1重野山梨県 「0野長㔝県 

「1野岐阜県 「「野静岡県 「」野愛知県 「4野୕㔜県 

「5野滋賀県 「6野京都府 「7野大阪府 「8野兵庫県 

「重野奈良県 」0野和歌山県 」1野鳥ྲྀ県 」「野島根県 

」」野岡山県 」4野広島県 」5野山口県 」6野徳島県 

」7野香川県 」8野愛媛県 」重野高知県 40野福岡県 

41野佐賀県 4「野長崎県 4」野熊ᮏ県 44野大ศ県 

45野宮崎県 46野鹿児島県 47野沖縄県 

）-「 ）分Ｄ提供点種別コ࣮ࢻ 提供点ࡢ種別ࢆ表ࠋࡍ 

㸮㸸交差点ࠕ  㸯㸸༢路ࠖࠕࠖ

）-」 

 

）分Ｄ流入㸭流出区ศコ࣮ࢻ 

 

対象方路ࡢ種別࡜し࡚ࠊ一方通行ࠊ対面通行ࡢ区ศࢆ表

 ࠋࡍ

㸮㸸流出専用ࠕ 㸯㸸流入専用ࠕࠖ  㸰㸸流出入ࠖࠕࠖ
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表11.5   路線信号情報用ࢱ࣮ࢹ㡯目 

コ࣮ࢻ ）分名称 定義 

分-1 ）分Ｄ࣒ࢸࢫࢩ状態 路線信号情報ࡢ状態ࢆ表ࠋࡍ 

㸮㸸無効ࠕ  㸯㸸᭷効ࠖࠕࠖ

ࡢࢪッセ࣮࣓ࠊࡣ場合ࡓࢀ設定さࡀ㸮㸸無効ࠖࠕࠊ࠾࡞

全ࡢ㡯目௨降ࢱ࣮ࢹᮏࠊ替えࡾษࢆイࣝ࢓ࣇࣟࣉࢱ࣮ࢹ

 ࠋい࡞ࢀ格納さࡀ㡯目ࢱ࣮ࢹ

分-「 ）分Ｄ基準点更新࢘࢝ン࢘࢝ࣉ࣮ࣝ ࢱンࢱ値㸦㸮～655」5㸧ࢆ表ࠋࡍ 

路線信号情報ࡢ基準点ࡀ更新さࡓࢀ場合㸦中央ࡽ࠿Ⓩ録

情報ࡀ更新さࡓࢀ場合࡟相当㸧࢘࢝࡟ン࢔ࢺッࠋࡿࡍࣉ 

分-」 

 

 

）分Ｄ基準点ࡢࡽ࠿経過時間 現在時刻࡜基準点ࡢ࡜時刻ࢀࡎ幅㸦-」「768～」「766㸧ࢆ

表し100ࠊＲ秒毎࢘࢝࡟ン࢔ࢺッࣉさࠋࡿࢀ 

㸦現在時刻㸫基準点ࡢ時刻㸧 

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡍ補数࡛表ࡢ㸰ࡣ負値ࠊ࠾࡞

分-4 

 

 

 

）分Ｄ基準点ࢱ࣮ࢹ࡜生成時

刻ࡢ差 

路線信号情報生成時刻࡜基準点ࡢ࡜時刻ࢀࡎ幅㸦100Ｒ囲

༢位㸸-」「768～」「767㸧ࢆ表ࠋࡍ㸦路線信号情報生成時刻

㸫基準点ࡢ時刻㸧 

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡍ補数࡛表ࡢ㸰ࡣ負値ࠊ࠾࡞

分-5 

 

）分Ｄ情報᭷効時間㸯 現在時刻࡜路線信号情報生成時点࠾࡟けࡿ前回ࣇ࢜ࡢ

セッࢺ更新予定時刻ࢀࡎࡢ࡜幅㸦-」「768～」「767㸧ࢆ表

し100ࠊＲ秒毎࢘࢝࡟ン࢘ࢲࢺンさࠊ࠾࡞ࠋࡿࢀ負値ࡣ㸰

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡍ補数࡛表ࡢ

㸦ࣇ࢜セッࢺ更新予定時刻㸫現在ࡢ時刻㸧 

開始時点ࣝࢡサイࡀࢢン࣑イࢱ換えࡾ乗ࢺセッࣇ࢜※

前回ࡣࣝࢡサイࡢ更新時点࡛実行中ࢺセッࣇ࢜ࠊ場合ࡢ

 ࠋࡿࢀ制御さ࡛ࢺセッࣇ࢜ࡢ

分-6 

 

）分Ｄ情報᭷効時間㸰 現在時刻࡜路線信号情報生成時点࠾࡟けࡿ次回ࣇ࢜ࡢ

セッࢺ更新予定時刻ࢀࡎࡢ࡜幅㸦-」「768～」「767㸧ࢆ表

し100ࠊＲ秒毎࢘࢝࡟ン࢘ࢲࢺンさࠊ࠾࡞ࠋࡿࢀ負値ࡣ㸰

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡍ補数࡛表ࡢ

㸦ࣇ࢜セッࢺ更新予定時刻㸫現在ࡢ時刻㸧 

開始時点ࣝࢡサイࡀࢢン࣑イࢱ換えࡾ乗ࢺセッࣇ࢜※

現在ࡣࣝࢡサイࡢ更新時点࡛実行中ࢺセッࣇ࢜ࠊ場合ࡢ

 ࠋࡿࢀ制御さ࡛ࢺセッࣇ࢜ࡢ
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分-7 ）分Ｄ方路接⥆方位 提供点㸦交差点㸧へ接⥆ࡿࡍ方路ࡢ接⥆角ᗘ࡜し࡚ࠊ真

໭ࢆ㸮ᗘ࡜しࡓ絶対方位㸦1.5 ᗘ༢位㸸㸮～「40㸧ࢆ表ࠋࡍ 

方路接⥆部ࡢ流入路停Ṇ線位置相当ࡽ࠿ 10Ｒ௨ୖୖࡢ流

 ࠋࡿࡍ࡜角ᗘࡢ直線ࡔࢇ結ࢆ点ࡢ任意ࡓࡗ遡࡟

   

 

 

 

 

 

 

 

分-8 ）分Ｄ流出路線情報提供状態 当該送信周期࠾࡟い࡚ࠊᮏ࣓ッセ࣮࡛ࢪ提供さ

 ࠋࡍ示ࢆ流出方路ࡢ対象ࡿࢀ

㸮㸸常時サ࣮ビࢫ対象外方路 

㸯㸸現送信周期࡛ࡣ情報非提供 

㸰㸸現送信周期࡛情報提供中 

各送信周期࡛ࠕ㸰㸸提供中ࠖࡿࡍ࡟方路ࡀ㡰番

 ࠋࡿࢀࡽ替えࡾษ࡟

分-重 ）分Ｄ流出路線情報格納࣏イ

ンࢱ 

対象流出方路ࡢ路線信号情報ࢆ格納ࡿࡍ位置࡜し࡚ࠊ配

信制御情報及び共通࣊ッࢲ部ࢆ除いࠊࡓᮏ࣓ッセ࣮ࡢࢪ

ඛ頭位置ࠊࡽ࠿指定ࡢ࡛ࡲࢱ࣮ࢹバイࢺ数㸦㸮～4000㸧

 ࠋࡍ表ࢆ

提供状態＝㸮㸪ࡿけ࠾࡟分Ｄ流出路線情報提供状態（ࠊ࠾࡞

㸯ࡢ場合ࠊࡣ無効値㸦0で＋＋＋＋㸧ࢆ格納ࠋࡿࡍ 

分-10 ）分Ｄ起点参照位置ࡽ࠿当該

交差点停Ṇ線ࡢ࡛ࡲ道程距

離 

）分Ｄ起点参照位置ࡽ࠿当該交差点停Ṇ線ࡢ࡛ࡲ道程࡟沿

 距離㸦ｍ㸧ࡓࡗ

縮尺1/「500ࡶࡾࡼ高いศ解能ࡢ地ᅗ情報等ࢆ用い࡚࢝ࠊ

道程距ࠊ近似し࡚࡟線ࢀ折ࡢ50ｍ௨内ࢆ線ศࡣ等࡛ࣈ࣮

離ࢆ計測ࡿࡍこࠋ࡜ 

分-11 ）分Ｄ規制㏿ᗘ変動᭷無 

  

ୖ流信号交差点ࡽ࠿当該信号交差点区間内࠾࡟けࡿ規

制㏿ᗘࡢ変動᭷無ࢆ表ࠋࡍ 

㸮㸸変動無し  㸯㸸区間途中࡛変動᭷ࡾ 

分-1「 ）分Ｄ区間ࡢ最小規制㏿ᗘ ୖ流信号交差点ࡽ࠿当該信号交差点区間内࠾࡟けࠊࡿ 

最小ࡢ規制㏿ᗘ相当 。ずＲ/h) 

真໭ 

交差点 

方路接⥆方位 

10m ௨ୖୖࡢ流点

流入路停Ṇ線位置相当 
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分-1」 

 

）分Ｄ信号制御補足情報 Bi図0㸸ࣇ࢜セッࢺ乗ࡾ換えࢱイ࣑ンࢢ 

 㸦㸮㸸サイࣝࢡ開始時点 㸯㸸㝶時㸧 

Bi図1㸸ࣜࣉࢫッࢺ制御実施状況 

 㸦㸮㸸非実施交差点ࡣ 㸯㸸実施交差点㸧 

Bi図「～Bi図7㸸予備 

新ࡓࢀ中央装置࡛生成さࠊࡣࢢン࣑イࢱ乗換ࢺセッࣇ࢜

しいࣇ࢜ࠕセッࢺ値 ࢱࡿࢀ反映さ࡟信号制御࡟実際ࡀࠖ

イ࣑ンࢆࢢ示ࠋࡍサイࣝࢡ開始時࡟新しいࣇ࢜ࠕセッࢺ

値ࠖࡀ反映さࡿࢀ標準的ࡢ࣒ࢸࢫࢩ࡞場合ࠕࠊࡣ㸮㸸サ

イࣝࢡ開始時点 新ࡶ࡚ࡗ途中࡛あࡢࣝࢡサイࠋࡿࡍࠖ࡜

しいࣇ࢜ࠕセッࢺ値 ࡢ標準௙様外ࡿࢀ反映さ࡟㝶時ࡀࠖ

運用ࢆ行࡚ࡗいࡢ࣒ࢸࢫࢩࡿ場合ࠕࠊࡣ㸯㸸㝶時ࠖࡍ࡜

 ࠋࡿ

㔜要交差点等࡛ࠊ情報᭷効時間㸰࡟至࡟࡛ࡲࡿ基準ࣉࢫ

ࣜッࢺ更新ࡀ予定さࡿࢀ交差点ࠕࡣ㸯㸸ࣜࣉࢫッࢺ制御

実施交差点ࠖࠋࡿࡍ࡜一般交差点等࡛ࠊ情報᭷効時間㸰

制ࢺッࣜࣉࢫ㸮㸸ࠕࠊ場合ࡢ固定ࡀࢺッࣜࣉࢫ基準࡛ࡲ

御非実施交差点 制御非実ࢺッࣜࣉࢫࠊしࡔࡓࠋࡿࡍࠖ࡜

施交差点࡛あࠊࡶ࡚ࡗ予定さ࡚ࢀい࡞い௓入制御等ࡢ実

行ࣜࣉࢫࠊࡾࡼ࡟ッࡀࢺ更新さࡿࢀ場合ࡀあࠋࡿ 

分-14 ）分Ｄ交差点識別ࢢࣛࣇ 交差点ࢆ識別ࢆࢢࣛࣇࡿࡍ表ࠋࡍ 

Bi図15㸸路線信号情報提供対象 

  㸦㸮㸸非対象交差点 㸯㸸対象交差点㸧 

Bi図14㸸提供状態 

  㸦㸮㸸停Ṇ中 㸯㸸提供中㸧 

Bi図1」野 予備 

サイࣝࢡ跨ࡁࡒࡢࢆࡂ青時間ࡀ非連⥆࡟ศ断さ࡚ࢀい

ࠊ༢独制御交差点ࣜࠊศ周期制御交差点ࠊ場合ࡿ コ࣮ࣝ

制御終日実施等ࠊ路線信号情報ࡀ常時࡛生成࡛࡞ࡁい信

号交差点ࡢ場合ࠕࠊࡣ非対象ࠖࡿࡍ࡜こࠋ࡜ 

コ࣮ࣜࠊ閃ග動作時ࠊ異常Ⓨ生時ࠊ非対象交差点ࠊ࠾࡞

ࣝ制御中等ࠊ提供状態ࠕࡀ停Ṇ中ࠖࡢ場合ࠊサイࣝࢡ情

報数ࢆ㸮ࡿࡍ࡜こࠋ࡜ 

分-15 

 

 

）分Ｄ感応許可状態 中央装置࡛管理し࡚いࡿ感応許可ࡢ状態ࢆ表ࣈ࣮ࢸࠋࡍ

ࣝ制御方式ࡢ場合ࠊࡣ信号制御指௧࠾࡟けࡿ感応許可状

態ࢆ格納ࠋࡿࡍ 
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実行対象交差点࡛あࠊࡾࡼ࡟端ᮎ装置༢独実施等ࠊ࠾࡞

中央装置࡛管理しࢆ実行状態や実行時間帯ࡢࡑࠊࡶ࡚ࡗ

࡚い࡞い感応種別ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ常時࡛ࠕ㸯㸸許可ࠖࢆ格

納ࠋࡿࡍ 

Bi図1「㸸 㹄Ａ㹑㹒感応 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図11㸸 歩行者感応 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図10㸸 ࣜコ࣮ࣝ制御 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図重㸸  ࣞࢪン࣐感応 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図8㸸 高㏿感応 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図7㸸 バࢫ感応 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図6㸸 高齢者等感応 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図5㸸 ࢠャッࣉ感応 㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図4㸸 標準௙様外ࡢ感応制御 

    㸦㸮㸸୙許可 㸯㸸許可㸧 

Bi図」-0㸸 予備 

サࠊࡣ感応短縮幅㸭感応延長幅ࠊࡢ㹄Ａ㹑㹒感応ࠊ࠾࡞

イࣝࢡ情報࡟反映し࡞いこࠋ࡜ 

分-16 ）分Ｄサイࣝࢡ情報㸦㸯㸧開

始ࡢ࡛ࡲ経過時間 

路線信号情報生成時刻ࡽ࠿サイࣝࢡ情報㸦㸯㸧開始࡛ࡲ

 ࠋࡍ表ࢆ経過時間㸦100Ｒ囲༢位㸸-」「768～」「766㸧ࡢ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡍし࡚表࡜補数ࡢ㸰ࡣ負値ࠊ࠾࡞

     ࠋࡍ表ࢆ無効ࢱ࣮ࢹࡣ767」「

㸦サイࣝࢡ情報㸦㸯㸧開始時刻㸫路線信号情報生成時刻㸧 

分-17 ）分Ｄ最終サイࣝࢡ情報ࡢ 

利用区ศ 

当該サイࣝࢡ情報ࡀ提供ࡿࡍ最終ࡢサイ࠿ࣝࢡ否ࢆ࠿

示ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡍ最終サイࣝࢡ௨降ࡢ扱いࢆ示ࠋࡍ 

㸮㸸最終サイࣝࢡ情報௨外 

㸯㸸最終サイࣝࢡ情報 

  ᮏサイࣝࢡ௨降ࡢサイࣝࢡ情報ࡣ当該情報ࢆ利用 

㸰㸸最終サイࣝࢡ情報 

  ᮏサイࣝࢡ௨降ࡢサイࣝࢡ情報ࡣ୙定 

分-18 ）分Ｄ適用サイࣝࢡ数 当該サイࣝࢡ情報ࡀ⥅⥆し࡚適用さࡿࢀサイࣝࢡ数 

㸦㸯～6」㸧 

最終サイࣝࢡ情報ࡢ場合ࠕࠊࡣ㸯ࠖࢆ格納ࠋࡿࡍ 

分-1重 ）分Ｄサイࣝࢡ長㸦最小㸧 当該サイ࠾࡟ࣝࢡけࠊࡿサイࣝࢡ長ࡢ最小値㸦秒㸧ࢆ表

 ࠋࡍ表ࢆ無効ࢱ࣮ࢹࡣ40重5ࠋࡍ

中央指௧ࠕࡿࡼ࡟指௧サイࣝࢡ長ࠖࠕࠊࡾࡼ㸫方向追従

㔞 前ࠕ合計値及びࡢ感応短縮幅ࠖࠕࡢࢺッࣜࣉࢫ全ࠊࠖ
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回サイࣝࢡ感応補ṇ短縮秒数ࠖࢆ減算しࡓ値ࠋࡿࡍ࡜ 

分-「0 

 

）分Ｄサイࣝࢡ長㸦最大㸧 当該サイ࠾࡟ࣝࢡけࠊࡿサイࣝࢡ長ࡢ最大値㸦秒㸧ࢆ表

 ࠋࡍ表ࢆ無効ࢱ࣮ࢹࡣ40重5ࠋࡍ

中央指௧ࠕࡿࡼ࡟指௧サイࣝࢡ長 㸩方向追従㔞ࠕࠊࠖ࡟ ࠊࠖ

全ࣜࣉࢫッࠕࡢࢺ感応延長幅ࠖࡢ合計値及びࠕ前回サイ

 ࠋࡿࡍ࡜値ࡓ合算しࢆ感応補ṇ延長秒数ࠖࣝࢡ

分-「1 ）分Ｄ青開始時間㸦最小㸧 当該サイ࠾࡟ࣝࢡけࠊࡿサイࣝࢡ開始ࡽ࠿サ࣮ビࢫ対象

流出方向ࡢ青開始ࡢ࡛ࡲ最小値㸦秒㸧ࢆ表ࠋࡍ 

無効時40ࡣ重5ࠋࡿࡍ࡜ 

中央指௧ࡿࡼ࡟サイࣝࢡ開始ࡽ࠿青開始手前㝵梯࡛ࡲ

感応短ࠕࡢ࡛ࡲ当該㝵梯ࠊࡾࡼ合計値ࡢ基準秒数ࠖࠕࡢ

縮幅ࠖࡢ合計値ࠕࠊ㸫方向追従㔞ࠖ及びࠕ前回サイࣝࢡ

感応補ṇ短縮秒数ࠖࢆ減算しࡓ値ࠋࡿࡍ࡜ 

割ࢆୗ限設定値ࡿࡍ保持ࡀ中央装置ࠊࡀ算出結果ࠊ࠾࡞

 ࠋࡿࡍ࡜ୗ限設定値ࠊࡣ場合ࡴ込ࡾ

分-「「 

 

 

）分Ｄ青開始時間㸦最大㸧 当該サイ࠾࡟ࣝࢡけࠊࡿサイࣝࢡ開始ࡽ࠿サ࣮ビࢫ対象

流出方向ࡢ青開始ࡢ࡛ࡲ最大値㸦秒㸧ࢆ表ࠋࡍ 

無効時40ࡣ重5ࠋࡿࡍ࡜ 

中央指௧ࡿࡼ࡟サイࣝࢡ開始ࡽ࠿青開始手前㝵梯࡛ࡲ

感応延長ࠕࡢ࡛ࡲ当該㝵梯ࠊ࡜合計値ࡢ基準秒数ࠖࠕࡢ

幅ࠖࡢ合計値ࠕࠊ㸩方向追従㔞ࠖ及びࠕ前回サイࣝࢡ感

応補ṇ延長秒数ࠖࢆ合算しࡓ値ࠋࡿࡍ࡜ 

越ࢆ限設定値ୖࡿࡍ保持ࡀ中央装置ࠊࡀ算出結果ࠊ࠾࡞

えࡿ場合ୖࠊࡣ限設定値ࠋࡿࡍ࡜ 

分-「」 

 

）分Ｄ青終了時間㸦最小㸧 該サイ࠾࡟ࣝࢡけࠊࡿサイࣝࢡ開始ࡽ࠿青終了ࡢ࡛ࡲ最

小値㸦秒㸧ࢆ表ࠋࡍ無効時40ࡣ重5ࠋࡿࡍ࡜ 

対象㝵梯ࠊࡣサ࣮ビࢫ対象流出方向ࡢ青玉時間ࠊ青矢時

間及び両者࡟挟࡚ࢀࡲ表示さࡿࢀ黄時間ࡢ㝵梯ࠋࡿࡍ࡜ 

中央指௧ࡿࡼ࡟サイࣝࢡ開始ࡽ࠿青開始手前㝵梯࡛ࡲ

感応短ࠕࡢ࡛ࡲ当該㝵梯ࠊࡾࡼ合計値ࡢ基準秒数ࠖࠕࡢ

縮幅 対象㝵ࡿࡼ࡟中央指௧ࠊ࡜値ࡓ減算しࢆ合計値ࡢࠖ

梯ࠕࡢ基準秒数ࠖࡢ合計値ࠊࡾࡼ対象㝵梯ࠕࡢ感応短縮

幅ࠖࡢ合計値ࠕࠊ㸫方向追従㔞ࠖ及びࠕ前回サイࣝࢡ感

応補ṇ短縮秒数ࠖ減算しࡓ値ࡢ合計値ࠋࡿࡍ࡜ 
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割ࢆୗ限設定値ࡿࡍ保持ࡀ中央装置ࠊࡀ算出結果ࠊ࠾࡞

 ࠋࡿࡍ࡜ୗ限設定値ࠊࡣ場合ࡴ込ࡾ

分-「4 ）分Ｄ青終了時間㸦最大㸧 当該サイ࠾࡟ࣝࢡけࠊࡿサイࣝࢡ開始ࡽ࠿青終了ࡢ࡛ࡲ

最大値㸦秒㸧ࢆ表ࠋࡍ無効時40ࡣ重5ࠋࡿࡍ࡜ 

対象㝵梯ࠊࡣサ࣮ビࢫ対象流出方向ࡢ青玉時間ࠊ青矢時

間及び両者࡟挟࡚ࢀࡲ表示さࡿࢀ黄時間ࡢ㝵梯ࠋࡿࡍ࡜ 

中央指௧ࡿࡼ࡟サイࣝࢡ開始ࡽ࠿青開始手前㝵梯࡛ࡲ

感応延長ࠕࡢ࡛ࡲ当該㝵梯ࠊ࡜合計値ࡢ基準秒数ࠖࠕࡢ

幅 対象㝵梯ࡿࡼ࡟中央指௧ࠊ࡜値ࡓ合算しࢆ合計値ࡢࠖ

ࡢ感応延長幅ࠖࠕࡢ対象㝵梯࡟合計値ࡢ基準秒数ࠖࠕࡢ

合計値ࠕࠊ㸩方向追従㔞ࠖ及びࠕ前回サイࣝࢡ感応補ṇ

延長秒数ࠖࢆ合算しࡓ値ࠋࡿࡍ࡜ 

越ࢆ限設定値ୖࡿࡍ保持ࡀ中央装置ࠊࡀ算出結果ࠊ࠾࡞

えࡿ場合ୖࠊࡣ限設定値ࠋࡿࡍ࡜ 

分-「5 

 

 

）分Ｄ指௧サイࣝࢡ長 実行中サイ࡟ࣝࢡ適用さ࡚ࢀいࡿ信号制御指௧࠾࡟け

 㸦40～「40秒㸧ࠋࡍ表ࢆ長㸦秒㸧ࣝࢡサイࡿ

୙明時ࣝࣇࡣビッࢆࢺ格納ࠋࡿࡍ 

分-「6 ）分Ｄ黄時間 サ࣮ビࢫ対象流出方向࠾࡟けࡿ黄時間㸦秒㸧ࢆ表ࠋࡍ 

㸦㸮～10秒㸧 

青ࠊࡵ含࡟青時間ࡣ黄時間ࡿࢀࡲ挟࡟青矢࡜青玉ࠊ࠾࡞

ビッࣝࣇࡣ୙明時ࠋࡿࡍ࡜対象ࢆ黄時間ࡿࢀࡲ挟࡟赤࡜

 ࠋࡿࡍ格納ࢆࢺ

分-「7 ）分Ｄ赤開始時間㸦最大㸧 当該サイ࠾࡟ࣝࢡけࡿサイࣝࢡ開始ࠊࡽ࠿青時間終了後

 ࠋࡍ表ࢆ最大値㸦秒㸧ࡢ時間ࡿ࡞࡟赤ࡀ全流出方向࡟

無効時40ࡣ重5ࠋࡿࡍ࡜ 

中央指௧ࡿࡼ࡟サイࣝࢡ開始ࡽ࠿赤開始手前㝵梯࡛ࡲ

感応延長ࠕࡢ࡛ࡲ当該㝵梯ࠊ࡜合計値ࡢ基準秒数ࠖࠕࡢ

幅秒数 㸦ࠖ11㸧ࡢ合計値ࠕࠊ㸩方向追従㔞 㸦ࠖ10㸧及びࠕ前

回サイࣝࢡ感応補ṇ延長秒数 㸦ࠖ1「㸧ࢆ合算しࡓ値ࡍ࡜

 ࠋࡿ

越ࢆ限設定値ୖࡿࡍ保持ࡀ中央装置ࠊࡀ算出結果ࠊ࠾࡞

えࡿ場合ୖࠊࡣ限設定値ࠋࡿࡍ࡜ 

 

 

>  
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 各通信࢖ンࣛࣇ比較 
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1. WＮ-達Ｎ 関連 

市場࡛普及࡚ࡋいࡿ WＮ-達Ｎ 通信࢖ンࣛࣇ形態をᅗ 1.1  ࠋࡍ示࡟

WＮ-達Ｎ ࡣ 「.4GHｚ࡜ࣉ࢖ࢱ 5GHｚࡲࣉ࢖ࢱたࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁࡣ形式ࡀあࠋࡿ 

 ࠋ多いࡀ࡜こࡿい࡚ࡗ࡞࡟構成ࡢࣝࢹ各単体࡚ࣔࡋ型そࣝࣈࢲࡽ࠿型ࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁ

 

      ᅗ 1.1  WＮ-達Ｎ 関連通信࢖ンࣛࣇ 

 

ᅗࠊたࡲ 1.「  ࠋࡍ寸法ᅗを示ࡢ࢔࢚࢘ࢻ࣮ࣁࡿࡍを実現ࣛࣇン࢖記通信ୖ࡞一般的࡟

        

        

      ᅗ 1.「 通信実寸ࢪ࣮࣓࢖㸦」40ＲＲェ「5【ＲＲェ】【0ＲＲ㸧 

 

表ࠊたࡲ 1.1 ࡟ WＮ-達Ｎ  ࠋࡿࡍい࡚記載ࡘ࡟各規格ࡿけ࠾࡟

表 1.1 各規格ࡢ紹௓ 

 

ᅗ 1.」 ࡟ 80「.11Ｓ ࡜ 80「.11ＦＨ。てＦづe「)ࡢ比較を示ࠋࡍ 



「 

 

   

   ᅗ 1.」 表 1.1 補足事㡯 

 

1.1  WＮ-達Ｎ 関連サ࣮ࢪ࣮࣓࢖ࢫࣅ 

現在ࠊ市場࡛展開さ࡚ࢀいࡿ WＮ-達Ｎ を用いたサ࣮ࢫࣅ例を以ୗ࡟示ࠋࡍ 

  屋外࡛ࡢサ࣮ࡢࢫࣅ観点࡛ࡣ駅前広場ࢩࡢョࣆࢵンࡢ࡛࣮ࣝࣔࢢ面展開や商店街ࢺࢫ

 ࠋࡿあࡀ࡝࡞使用ࡢ࡛࣮࣮ࣜ

  以ୗࡢᅗ 1.4  ࠋࡍ例を示࡟

 

             

ᅗ 1.4  WＮ-達Ｎ サ࣮ࢪ࣮࣓࢖ࢫࣅ。駅前広場) 

 

  1.「 㡯࡟記載ࠊࡀࡿࡍWＮ-達Ｎ ࡣ通信距離ࡢ 1「0Ｒ 程度࡛あࠊࡀࡿ無線局࣮ࣞࣜࢶࢣࣂࡀ

式ࢱ࣮ࢹ࡟を中⥅ࡿࡍマࣝࢳホࣉࢵ機能ࠊࡾࡼ࡟᭷線回線ࡢ整備࣭運用コࢺࢫを増大さ

   ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍをᣑ大࢔࢚ࣜ通信ࠊく࡞࡜こࡿࡏ

 

 

 

 

 



」 

 

1.「  WＮ-達Ｎ 通信品質 

WＮ-達Ｎ  ࠋࡍい࡚以ୗ示ࡘ࡟通信品質ࡢ

  本通信品質ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ土手沿い࡛ࡢ試験を実施ࡋたࠋ 

 内容ࡘ࡟い࡚ࡣᅗ 1.【 㸳Ｒࡽ࠿高さ㸰Ｒࠊࡀࡍ示࡟ ࡟位置ࡢ WＮ-達Ｎ  たࡋを設置ࢼࢸン࢔

場合࡟通信限界ࡣ 「00Ｒ ࡛あࡿこࡀ࡜わࠋࡿ࠿ 

ࡣ角度ࡢ水ᖹ面ࠊたࡲ   110 度ࡽ࠿ 1」0 度࡛垂直面࡛ࡢ角度ࡣ 40度ࡽ࠿ 【0度࡛あࠋࡿ 

   

      

ᅗ 1.【 通信品質࡜ศ解能 

 

 ࠋࡿࡍい࡚記載ࡘ࡟例ࡏ合わࡳ組ࡢ࡜ࣛࣇン࢖0２Hど通信」9࡜WＮ-達Ｎࡣ࡟【.ᅗ1ࠊたࡲ   

  

    

 

ᅗ 1.】 WＮ-達Ｎ  例ࣉࢵホࢳたマࣝࡵ含ࣛࣇン࢖通信ࡢ௚࡜

センサࡢ面展開ࡢ例 

親局࡟対࡚ࡋ Ethernet ࡛接⥆࡚ࡋそࢀを

中⥅局࡚ࡋ࡟通信を実現ࠋࡿࡍ最大 100

 能ྍࣉࢵホࢳマ࡛ࣝࡲྎ



4 

 

ᅗ 1.8 ࡟ WＮ-達Ｎ 通信࣮ࣔࣝࣗࢪを用いた場合ࡢ路ୖ࡛ࡢ設置状況ࡽ࡞び࡟課題を記ࠋࡍ 

  

   

ᅗ 1.8 路ୖ構成㸦WＮ-達Ｎ㸧 
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「. 㹂㹑㹐㹁関連 

㹂㹑㹐㹁を通信࢖ンࡋ࡜ࣛࣇた場合ࡢ特徴ࡘ࡟い࡚以ୗ記載ࠋࡿࡍ 

㹂㹑㹐㹁ࡣ路車間通信࠾࡟い࡚ࠊ長さࡀ長い場合ࠊ例え100ࠊࡤＲ  場合ࡿ࡞࡟࢔࢚ࣜࡢ

路面཯射࡟場合ࡿࡍ存在ࡀ཯射波ࡿࡼ࡟建造物等࡜路面཯射波ࠊࡀࡿࢀ確保さࡣ直接波ࡣ

波ࡿࡼ࡟減衰性ࢪ࣮࢙ࣇン࡜ࢢ建造物等ࡿࡼ࡟周波数選択性ࢪ࣮࢙ࣇンࡀࢢ発生ࠋࡿࡍ 

そࡢたࡵ本通信࢖ンࡢࣛࣇ通信ࡣ࢔࢚ࣜ 」0Ｒ 以内࡟限定さࠊࡀࡿࢀ当該࢔࢚ࣜ内࠾࡟い

 ࠋࡿあࡀࢺࢵ࣓ࣜࡿࡁた伝送路を確保࡛ࡋ安定ࠊࡣ࡚

 

ᅗ 「.1  ࠋࡍ関係を示ࡢ信電界ཷ࡜距離ࡢࡽ࠿ࢼࢸン࢔路側࡟

    

- 1 1 0

- 1 0 0

- 9 0

- 8 0

- 7 0

- 6 0

- 5 0

- 4 0

- 3 0

- 2 0

- 1 0

2 0 0 1 8 5 1 7 0 1 5 4 1 3 9 1 2 4 1 0 8 9 3 7 8 6 2 4 7 3 2 1 7 1 - 1 4 - 2 9 - 4 5

路 側 ア ン テ ࢼ ࠿ ࡽ ࡢ 距 離  ( m )

受
信
電
界
 (
dB
m)

直 接 波 及 び 路 面 反 射 波
ࡢ 干 渉 領 域

路 面 反 射 波 ࡢ 干 渉 ࡀ
部 分 的 ࡟ 存 在 す る 領 域

ア ン テ ࢼ 位 置

サ イ ࢻ ロ ー ブ
ࡢ 影 響

ノ ッ チ ࡢ 深 さ ࡣ 路 面 反 射 率 ࡟ ࡼ る

直 接 波 ࡀ 支 配
的 ࡞ 領 域

 

ᅗ 「.1 路側࢔ンࡢࡽ࠿ࢼࢸ距離࡜通信品質比較表 

 

 

 

㹂㹑㹐㹁通信ࡢ各指標࡟基࡙いた特徴を以ୗ࡟記載ࠋࡿࡍ 

 

「.1 㹂㹑㹐㹁ࢺࣟࣉコࣝを用いた場合ࡢ各指標ࢱ࣮ࢹ 

㹂㹑㹐㹁通信ࢺࣟࣉコࣝࡢ同報情報通信量ࡢ伝送࣮ࣞࠊࡣࢺ約 1.【5２継p囲㸦ࢡ࣒࣮ࣞࣇ

ࢫࣛ  ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜同報通信想定㸧ࡿけ࠾࡟）

同報ࠕࠊࡣ情報通信量ࠊたࡲ 「 連送 度㏿ࠕࠊࠖ 【0ＰＲ/Ｍ ࢔࢚ࣜ通信ࠕࠊࠖ 「0Ｒࠖを想定ࡋた場

合ࠊ通信࢔࢚ࣜ内ࡢ通信車両ྎ数࡟ᣐࠊࡎࡽ約 1「」.8ＰB  ࠋࡿ࡞࡟

個ู情報通信量ࡢ伝送࣮ࣞࠊࡣࢺ約 1.45２継p囲㸦ࢫࣛࢡ࣒࣮ࣞࣇ 個ู通信想ࡿけ࠾࡟）

定㸧ࡲたࠊ情報通信量ࠕࠊࡣ㏿度 【0ＰＲ/Ｍ ࢔࢚ࣜ通信ࠕࠊࠖ 「0Ｒࠖ想定時࡟約 「1】.0 ＰB/ྎ

 ࠋࡿ࡞࡟

 ᅗ」.「࡟そࡢ根ᣐࡿ࡞࡜基本࣒࣮ࣞࣇ構造ࡘ࡟い࡚示ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡍᅗ」.」࡛補足ࠋࡿࡍ 

 ௒後狭域通信ࢺࣟࣉコࣝを検討ࡿࡍうえ࡛ࡢ参考値ࠋࡿ࡞࡟ 

 



【 

 

 

ᅗ 」.「 伝送࣮ࣞࢺ基本࣒࣮ࣞࣇ 

 

伝送࣮ࣞ࠙ࢺ前提条件ࠚ 

  ࣭㏿度想定 ： 【0㸦ＰＲ/Ｍ㸧 ≒ 1【.】㸦Ｒ/囲㸧  

  ࣭通信࢔࢚ࣜ想定 ： 「0。Ｒ) 

  ࣭そࡢ௚ ： 車載器ࡢ周波数選定時間㸦周波数ࣕ࢟ࢫン時間㸧ࡣ考慮ࠋࡎࡏ㸦最大   

「10Ｒ囲㸧 

 

  ࠙算出式ࠚ 

  ࣭情報通信容量 ： 「0。Ｒ)／1【.】。Ｒ/囲㸧ェ1.45㸦２継p囲㸧≒ 1.】」㸦２継Ｎ図㸧 ＝  

「1】.0 。 ＰB／ྎ 㸧 

   → 㸦最大周波数選定時間 「10Ｒ囲 を考慮ࡋた場合：約 1】9ＰB㸧 

 

通信容量࠙前提条件ࠚ 

  ࣭㏿度想定 ： 【0㸦ＰＲ/Ｍ㸧 ≒ 1【.】㸦Ｒ/囲㸧  

  ࣭通信࢔࢚ࣜ想定 ： 「0。Ｒ) 

  ࣭連送回数 ： 通信信頼性を考慮ࠊࡋ同報通信ࡣ 「 連送を前提ࠋࡿࡍ࡜ 

  ࣭そࡢ௚ ： 車載器ࡢ周波数選定時間㸦周波数ࣕ࢟ࢫン時間㸧ࡣ考慮ࠋࡎࡏ㸦最大   

「10Ｒ囲㸧 

  ࠙算出式ࠚ 

࣭同報 ２）S 通信容量 ： 「0。Ｒ)／1【.】。Ｒ/囲㸧ェ1.【5㸦２継p囲㸧 

 ≒ 1.98㸦２継Ｎ図㸧 ＝ 「4】.5。ＰB㸧 

  ࣭情報通信量 ： 「4】.5。ＰB㸧 ／ 「㸦連送㸧 ≒ 1「」.8。ＰB㸧 → 㸦最大周波

数選定時間 「10Ｒ囲 を考慮ࡋた場合：約 10「ＰB 

 

ᅗ 」.」 ࡟ ）SR（ を用いた場合ࡢ路ୖ構成࡜課題ࡘ࡟い࡚示ࠋࡍ 

 



】 

 

    

    ᅗ 」.」 ）SR（ を用いた場合ࡢ路ୖ構成ᅗ 

 

 

ᅗࠊたࡲ 」.4 を࢔࢚ࣜ検知ࡢ交差点内࡛ࡢを用いた場合ࣛࣇン࢖㹂㹑㹐㹁通信ࡣ࡟

示ࠋࡍ 

狭域通信ࡢたࠊࡵ高度化光࣮ࣅコン࡜同様ࠊ࡟㹋㹍㹂㹃㹐Ａ㹒㹍制御信号機や感応

式信号制御機ࡢ信号情報を安定的ࡘ࠿高精度࡟提供ࠊࡣ࡟ࡿࡍ高密度࡛ࡢ路側ࢸࢫࢩ

 ࠋࡿ࡞࡜必要ࡀ整備ࡢ࣒

            

「.「 㹂㹑㹐㹁実証実験ࢱ࣮ࢹ 

㹂㹑㹐㹁通信࢖ンࣛࣇを用いた公㐨実験を行ࡗたࠊ࡛ࡢそࡢ資料を以ୗ記載ࠋࡿࡍ 

ᅗ 」.5 たࡋ設置࡟公㐨࡟ ）SR（ 通信࢖ンࣛࣇ外観ᅗを示ࠋࡍ 
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使用࢔ンࢼࢸ 高さ 【.0Ｒ 

    ᅗ 」.5 ）SR（ 通信࢖ンࣛࣇ 実験࣒ࢸࢫࢩ   

   

ᅗ 」.【  ࠋࡍ写真を示ࡢ公㐨走行中࡟

 

            

ᅗ 」.【 走行実験 
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  ᅗ 」.】  ࠋࡍ確認ᅗを示࢔࢚ࣜ通信࡟

 

      

 

 

 

 

 

 

   ᅗ 」.】 通信࢔࢚ࣜ確認試験 

 

ᅗ 」.8 ࡶ最大࡛ࠋࡍ電波伝搬計測状態を示࡟ 」0Ｒ～40Ｒ 確ࡀ࡜いこ࡞࠿ࡋ࢔࢚ࣜ通信ࡢ

認࡛ࠋࡿࡁ 

㻙 㻝 㻜 㻜

㻙 㻥 㻜

㻙 㻤 㻜

㻙 㻣 㻜

㻙 㻢 㻜

㻙 㻡 㻜

㻙 㻠 㻜

㻙 㻟 㻜

㻙 㻞 㻜

㻙 㻝 㻜

㻜

㻙 㻤 㻜㻙 㻢 㻜㻙 㻠 㻜㻙 㻞 㻜㻜㻞 㻜㻠 㻜㻢 㻜㻤 㻜㻝 㻜 㻜㻝 㻞 㻜㻝 㻠 㻜

㼐 i㼟 㼠a 㼚 㼏 㼑 [㼙 ]

㻾
x㼘

㼑
v㼑

㼘[
㼐B

㼙
]

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻝 㻡

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻝 㻠

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻝 㻟

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻝 㻞

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻝 㻝

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻝 㻜

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻥

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻤

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻣

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻢

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻡

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻠

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻟

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻞

㻝 㻚㻜 㻜 E 㻙 㻜 㻝

㻝 㻚㻜 㻜 E + 㻜 㻜

B
i㼠
 E

㼞㼞
㼛㼞

 㻾
a㼠

㼑

㻾 㻿 㻿 I
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
台 車
B E 㻾

 

   ᅗ 」.8 電波伝搬計測状態 

 

࣮ࣞࣇࡢ࡛ࣜࣉ࢔位ୖࠊࡵたࡿࡌ生ࡀ抜け࣒࣮ࣞࣇࡢＡ㹁Ｋ無࡛ࡣ࡛ࢱ࣮ࢹ同報ࠊたࡲ 

ᅗ。ࠋࡿ࡞࡟必要不ྍḞࡀ対応ࡢ抜け࣒ 」.9 参照) 

 

第㸯車線㻔㻟㻚㻣㻡㼙㻕 

第㸰車線㻔㻟㻚㻣㻡㼙㻕 

第㸱車線㻔㻟㻚㻣㻡㼙㻕 

㻞㻜㼙  を確保࢔࢚ࣜࡢ
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通信࡟࢔࢚ࣜ入ࡗた状態࡚ࡋ࡜個ู通信㸦A（TS 割付᭷ࡾ㸧ࡀあཷࠊࡀࡿ信ࣞࣝ࣋一定値

以ୖࠊ且ࠊࡘ達（２（ ཷ信ࡋた場合ࠊA（T（ を送信ࡿࡍこࡲࠋࡿ࡞࡟࡜たࠊ同報通信ࡳࡢ㸦A（TS

割付無ࡋ㸧ࡢ場合ཷࡣ信ࣞࣝ࣋一定値以ୖࠊ且ࠊࡘ達（２（ ཷ信ࡋた場合࡟同報 ２）S ཷ信開始

を行うࠋ 

ࡢࡽ࠿㹂㹑㹐㹁路側装置ࠊࡣ࡚ࡋ࡜たุ定処理࡛࡟外ࡽ࠿࢔࢚ࣜ通信ࠊたࡲ ２）（ 途ษࡀ

一定期間㸦（T４ࠊࢀ マ期間㸧ྲཱྀ࢖ࢱ 信ࡀ無い場合を通信࢔࢚ࣜ離脱ࠋࡍ࡞ࡳ࡜（T４ ࠊࡣマ࢖ࢱ

路側装置ࡀ車載器࡬通知ࠊ設定ࠋࡿࡍ設定ྍ能時間範ᅖ࡚ࡋ࡜㸦0Ｒ囲～4095Ｒ囲㸧࡛あࠋࡿ 

 参考࡟࡛ࡲᅗ 」.10  ࠋࡍ接⥆管理手㡰を示ࡢ㹂㹑㹐㹁࡟

ᅗ  抜け現象࣒࣮ࣞࣇ 9.「
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ᅗ 」.10 ）SR（ 通信接⥆管理手㡰 



1「 

 

 

」. 㹄㹋多重関連 

㹄㹋多重放送ࡣ都㐨府県単位ࡢ広域࡟わたࡿ情報提供ྍࡀ能࡛あࠊࡾＶ㹇㹁㹑セン࣮ࢱ

駐車場情ࠊ事象規制情報ࠊ区間旅行時間情報ࠊ㐨路交通情報㸦渋滞情報ࡢ広域ࠊい࡚࠾࡟

報等㸧等࡟利用さ࡚ࢀいࠋࡿ 

Ｖ㹇㹁㹑ࡿࡼ࡟㹄㹋多重放送ࠊࡣ㹌㹆Ｋࡢ㹄㹋放送㸦音声放送㸧࡟重畳㸦多重化㸧࡚ࡋ

放送さࠊࢀそࡢ㹄㹋多重放送ࡢ周波数配置ࡼ࠾び伝送௙様ࠊࡣᅗ 4.1 ࡚ࡗ࡞࡟うࡼࡍ示࡟

いࠋࡿ 

㹄㹋多重放送࡛ࠊࡣ）AR（*方式ࡀ採用さࠊࡾ࠾࡚ࢀ伝送媒体ࢱ࣮ࢹࡢ࡚ࡋ࡜伝送㏿度ࠊࡣ

1【K継p囲 ࡛あࡀࡿ誤ࡾ訂正符号等ࡢ付加ࠊࡾࡼ࡟実質的࡞情報部ศࢱ࣮ࢹࡢ伝送㏿度ࠊࡣ約

【.8K継p囲  ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜

こࢀを5ࠊ ศ間㸦Ｖ㹇㹁㹑情報ࡢ更新ࡣ㸳ศ毎㸧࡛考え1ࠊ࡜ࡿ【K継p囲 ࡛ 【00KB8.】ࠊK継p囲

࡛ 「5【KB  ࠋࡿ࠿わࡀ࡜こࡿ能࡛あྍࡀ伝送ࡢ量ࢱ࣮ࢹࡢ

さࠊ࡟ࡽ㹄㹋多重放送ࢱ࣮ࢹࡢ伝送࠾࡟い࡚࡟ࢲࢵ࣊ࢺࢵࢣࣃࠊࡣ相当ࡿࡍ部ศ㸦ࣜࣉ

約ࠊࡣࡢࡿࡁ伝送࡛࡚ࡋ࡜情報࡟実質的ࠊࡾあࡶ㸧ࢫࢡࢵ࢕ࣇ 「00KB  ࠋࡿ࡞࡜

  

  

 

       ᅗ 4.1 㹄㹋多重放送ࡢ周波数配置ࡼ࠾び伝送௙様 

 

表ࠊたࡲ 4.1  ࠋࡍ階層構造を示ࡢ㹄㹋多重ࡣ࡟

 

 

 

 

 

 

 



1」 

 

     表 4.1 㹄㹋多重ࡢ階層構造 

 

ᅗࠊたࡲ 4.「  ࠋࡿࡍたᅗを記載ࡵ࡜ࡲ全体を࡟

 

    ᅗ 4.「 㹄㹋多重全体構成ᅗ 

㹄㹋多重放送ࠊࡣ㸳ศ間隔࡛ࢱ࣮ࢹ提供を行うＶ㹇㹁㹑情報配信࠾࡟い࡚ࡣ通信要件

を満た࡚ࡋいࠊࡀࡿ㹒㹑㹎㹑ࡼࡢう࡟数秒以内࡛࣒࢖ࢱࣝ࢔ࣜࡢ通信を行う࡟࣒ࢸࢫࢩ

 ࠋࡿ考え࡜い࡞向い࡚いࡣ
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4. 】00２Hど帯無線 

】00２Hど 帯無線㸦】55.5～】【4.5２Hど㸧ࡘ࡟い࡚ࠊࡣᖹ成 「」 ᖺ度࡟制度化さࠊࢀᖹ成 「5 ᖺ

度㸲᭶ࡽ࠿車載機ࡢ利用ྍࡀ能ࡗ࡞࡟たࠋ 

ᅗ 5.1 ᅗࠊ周波数帯域を࡟ 5.「  ࠋࡍ例を示ࡢ࣒ࢸࢫࢩ路車間通信࡟

表ࠊたࡲ 5.1  ࠋࡍ特徴を示ࡢ࡚ࡋ࡜ࣛࣇン࢖通信ࡢい࡚ࡘ࡟路車間通信࡜車車間通信࡟

 

    ᅗ 5.1 】00２Hど 周波数帯域 

 

 

    ᅗ 5.「 路車間通信例 
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表 5.1 】00２Hど 帯無線通信࢖ンࣛࣇ特徴。車車間通信࡜路車間通信) 

 

 

表ࠊたࡲ 5.「 表ࡽ࠿ 5.4 ࡟ 】00２Hど 帯無線࡟求ࡿࢀࡽࡵ通信条件࡝࡞を記載ࠋࡿࡍ 

 

   表  㸯ࡢ技術的条件そࡢࣛࣇン࢖ 」.5

 



1【 

 

    表 5.」 技術的条件そࡢ㸰 

 

 

    表 5.4 技術的条件そࡢ㸱 

 

 



1】 

 

5. Bせつe図ＴＴ図Ｍ 

 

Bせつe図ＴＴ図Ｍ ５rＴf. 道ＩてＦrＩ （ＭつＳgࠊい࡚ࡘ࡟ 調査をࡢ及び論文ࢢンࣜ࢔ࣄࡢ࡬᭷識者࡝࡞

行ࡗたࠋ 

近ᖺࠊ自動車ࡢ輸送研究࠾࡟い࡚ࠊBせつe図ＴＴ図Ｍ ࡢい࡚ࡘ࡟配信࣭཰集方法ࢱ࣮ࢹࡿࡼ࡟

議論ࡀ活発࡟行わࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢡࢵ࢕ࣇࣛࢺࠊࡾ࠾࡚ࢀを効率的࡟཰集ࠊࡋ作成ࡿࡍたࡵ

ࡶ方法࡞効率的ࡢ 2010 ᖺࡽ࠿研究ࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

Bluetooth 技術ࢱ࣮ࢹࢡࢵ࢕ࣇࣛࢺࡿࡼ࡟཰集ࠊࡣ各自動車ࡀ᭷ࡿࡍ固᭷ࡢ㹋Ａ㹁㸦࣓

実現࡛࡜こࡿྲྀࡳ読ࡾࡼ࡟ࢼࣕ࢟ࢫたࢀ整備さ࡟を路側ࢫࢫࣞࢻ࢔制御㸧ࢫセࢡ࢔࢔࢕ࢹ

 ࠋࡿ࡞࡜能ྍࡀ࡜こࡿࡍ旅行時間を算出ࡽ࠿た情報ࡋ཰集ࠊࡾ࠾࡚ࡋ

ᅗ 5.1 ࡟ Bluetooth 通信を用い࡚ࡢ走行軌跡ࡢ例を示ࠋࡍ 

    

 ᅗ 5.1 青●ࡣ BT   ࡢࡶたࡋ࡜ࢺࢵࣟࣉをࢱ࣮ࢹ走行軌跡ࡿࡼ࡟

 

Bせつe図ＴＴ図Ｍ ࡀࢼࣕ࢟ࢫ Bせつe図ＴＴ図Ｍࠊࡣい࡚ࡘ࡟通信距離ࡿࡍ車両を検出ࡴを含ࢫ࢖ࣂࢹ

ࡢࡘた㸱ࢀ定義さࡾࡼ࡟特性ࡢ （せＦ囲囲 「せＦ囲囲）ࠊࡀࡿあࡀ  ࠋࡿࡍ割愛࡛ࡢ短いࡀ通信距離ࡣ

（せＦ囲囲1 約ࡣ通信距離ࡢ 100Ｒࠊ（せＦ囲囲「 約ࡣ通信距離ࡢ 10Ｒ ࡛あࠋࡿ 
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こࡢたࡵ通信ࠊࡽ࠿ࢼࣕ࢟ࢫࠊࡣ࢔࢚ࣜᅗ 5.「 約࡟うࡼࡢ記載࡟ 100〜150 半ࡢࣝࢺ࣮࣓

径ࠋࡿ࡞࡟ 

 

           

           ᅗ 5.「 Bせつe図ＴＴ図Ｍ 通信࢔࢚ࣜ 

   

 表 5.1  ࠋࡿࡍ通信௙様を記載࡟

 

 

 

 

   表 5.1 Bせつe図ＴＴ図Ｍ 通信௙様 

㡯目  内容 備考 

規格 I道道道80「.15.1 IS４ 標準規格 

周波数 「.4GHど WＮ-達Ｎ  ࡾᖸ渉問題あࡢ࡜

到㐩距離 10Ｒ～100Ｒ 程度㸦（せＦ囲囲1,（せＦ囲囲「) （せＦ囲囲1=100Ｒ,（せＦ囲囲「=10ｍ 

伝送㏿度 1２継p囲  

消費電力 1「0Ｒて 以ୗ WＮ-達Ｎ  小さい࡚࡭比࡟

大ࡁさ 小さい  

価格 安価  

接⥆数 ７ ２A（  課題ࡀ(数。管理ࡢࢫࣞࢻ࢔
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5.1  Bせつe図ＴＴ図ＭࠊWＮ-達Ｎ 及び 】00２HZ 帯無線ࡢ通信性能比較 

高度化光࣮ࣅコンࡿࡼ࡟信号情報提供を補完ࡿࡍ通信࢖ン࡚ࡋ࡜ࣛࣇ Bせつe図ＴＴ図Ｍࠊ

WＮ-達Ｎ 及び 】00２HZ 帯無線ࡀ比較的᭷効࡜考えࡿࢀࡽこࠊࡽ࠿࡜こࡢ㸱ࡢࡘ通信࢖ンࣛࣇ

 ࠋたࡗ調査を行ࡿ࡞ࡽさࡢ

Bせつe図ＴＴ図ＭࠊWＮ-達Ｎ 及び 】00２HZ 帯無線ࡢ起動ࡽ࠿࡚ࡋ検知ࡢ࡛ࡲࡿࡍ時間を示ࡋたࡶ

ᅗࡀࡢ 5.」 ࡛あࠋࡿ 

Bせつe図ＴＴ図Ｍ 約࡟間ࡢ࡛ࡲࡿ࡞࡜検知ྍ能ࠊ࡟た場合ࡋ発生ࡀ再起動ࠊࡣい࡚ࡘ࡟ 10 秒

WＮ-達Ｎࠋࡿ࠿࠿ ࡭比࡟ Bせつe図ＴＴ図Ｍ 考࡜い࡞問題ࡤࢀ10秒程度࡛あࠊࡀ長いࡀ起動時間ࡢ

えࡢ࣒ࢸࢫࢩࠊࡀࡿࢀࡽ要求条件ࠋࡿࡼ࡟ 

 

   

 ᅗ 5.」 WＮ達ＮࠊBせつe図ＴＴ図Ｍ 及び 】00２Hど 帯無線ࡢ起動ࡽ࠿࡚ࡋ検知ࡢ࡛ࡲࡿࡍ時間 

 

700MHz 無線帯 



「0 

 

 ࠋࡿࡍ記載࡟参考文献を以ୗࡢ記載内容࡟(付録。Ⅱࠊ࠾࡞

お参考文献が 

第ࠕ࣭ 11回 ）SSS 高度化検討 SWG 資料ࠖ 

 い࡚ - 総務省ࠖࡘ࡟࣒ࢸࢫࢩ00２Hど帯安全運転支援【ࠕ࣭

 標準規格࣒ࢸࢫࢩ00２Hど帯高度㐨路交通【ࠊ一般社団法人電波産業会ࠕ࣭

ARIB ST）-T109 1.「版｣ 

 Aつ囲図rＦせＦ囲ＮＦＳ TrＦＳ囲pＴr図 Re囲eＦrＨＭ 達ＴrつＲ 。ATR達) 「01」ࠕ࣭

「-4 ４Ｈ図Ｔ継er 「01」, BrＮ囲継ＦＳe, Aつ囲図rＦせＮＦࠖ 

TrＦづeせ 図ＮＲe preＩＮＨ図ＮＴＳ ＴＳ 囲ＮgＳＦせＮどeＩ つr継ＦＳ Ｆr図erＮＦせ囲 継と 

AppせとＮＳg SARI２A ＲＴＩeせせＮＳg ＴＳ Bせつe図ＴＴ図Ｍ ＩＦ図Ｆ 

AＲＮr ２ＴＭＦＲＲＦＩ KＭＴeＮ1, ）r.A囲ＭＮ囲Ｍ BＭＦ囲ＰＦr, ５rＴf.道ＩてＦrＩ （ＭつＳg 

）SR（ࠕ࣭   ST）-T88㸧ࠖࠊコࣝ㸦ARIB ST）-T】5ࢺࣟࣉ

ST）-T55：᭷料㐨路自動料金཰ཷ࣒ࢸࢫࢩ標準規格  

ST）-T】5：狭域通信㸦）SR（㸧࣒ࢸࢫࢩ標準規格 

ST）-T88：狭域通信㸦）SR（㸧ࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ョンサࣖ࢖ࣞࣈ 

 調査検討ࠖࡢ周波数᭷効利用技術ࡿけ࠾࡟࣒ࢸࢫࢩARIB 自動車通信ࠕ࣭ 

 雑音ศ配ࠖࠕ「ンࠖITS 達４R判２ R（-00࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡢ基地局設置࣒ࢸࢫࢩ㹂㹑㹐㹁ࠕ࣭ 

別I（Sࠕ࣭ ᖺḟ報告 ௙組ࡳ編ࠖ 通信࡟関ࡢࡶࡿࡍ抜粋 

 Bせつe図ＴＴ図Ｍ ＦＳＩ WＮ-達Ｎ ２A（ AＩＩre囲囲 BＦ囲eＩ （rＴてＩ ）Ｆ図Ｆࠕ࣭  

（ＴせせeＨ図ＮＴＳ ＦＳＩ ２ＴＳＮ図ＴrＮＳg: BeＳefＮ図囲, （ＭＦせせeＳge囲 ＦＳＩ 

道ＳＭＦＳＨeＲeＳ図ࠖ３ＦeＮＲ A継eＩＮ, ）r.A囲ＭＮ囲Ｍ BＭＦ囲ＰＦr, ５rＴf.道ＩてＦrＩ （ＭつＳg 

 


